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6
第1話(1) 「たてもの」のライフサイク

ル

今度、ビルを建てる
ことになったんだ。
オフィスだよ。

ふーん。
いつ出来
上がるの？

３年後くらいかな。
これから、長い
つき合いだな。

ぼくより
長生き？

同じくらい
かな。

じゃあ、ずーっと、
ママみたいに元気で
魅力的なビルにしてね。

そうだな。
ビルって、どんな
一生なのかな。
どんなこと
考えておくと
いいのかな。

調査・企画段階
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第1話(3) 「たてもの」のライフサイク

ル

調査・企画～解体・リサイクル
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「たてもの」は、この絵のような一生をたどります。
それぞれの段階で、いろいろな立場の人たちがさまざまな検討

を行いながら「たてもの」を作り、維持していきます。便利で安
全で快適に過ごせる場所を提供するためです。

しかし、「たてものをつくる」ということは少なからず環境負
荷を増やすことになります。古いものを壊したり、新しい資材を
使ったり、化石燃料によるエネルギーを冷房・暖房・給湯・照
明・動力・運搬などに利用しているからです。

建築に関わる技術者たちは、「たてものをつくる」という社会
の要請に応えながら、できるだけその負荷を減らす努力をしてい
ます。

ここでは、建築の中の一分野である建築設備の技術者が悩み、
連携して「たてもの」を省エネルギービルとして社会に届ける過
程を紹介します。

第1話(2) 「たてもの」のライフサイ

クル

「たてもの」の一生を見てみよう

目次に戻る



9第2話(1) 「たてもの」とCO2の関係

最近のビルは、まず
省CO2 に努めないと

いけないらしいんだ。
省CO2 ？

エネルギーの無駄遣いを
やめて、二酸化炭素を
あまり出さないように
することだよ。

地球環境や
温暖化防止の
ためにね。

あっそれ学校でやった！
でも、建物から
どのくらいCO2 が
出るの？

えっとね…

カンキョウ
先生、
教えて下さい。

地球環境問題

調査・企画段階



10第2話(2) 「たてもの」とCO2の関係

温暖化はなぜ起こる？

大気の熱を逃げにくく
しているのが、温室
効果ｶﾞｽだよ。中でも
二酸化炭素の占める
割合が大きいんだよ。

だから、CO2排出量を

減らそうとみんなで努力
しているのか。

CO2の温暖化へ

の寄与度

CO2の国別排出割合

日本の排出量と削減見通し
（2008年確定値）



11第2話(3) 「たてもの」とCO2の関係

地球の温度は上が
り続けているんだ。
これから100年で、

もっと気温が上昇す
ると世界中で報告さ
れてるよ。

これからどうなる？

歯止めがかからない地球温暖化の問題

最近、一年
中暑いよね。
これからどう
なるの？

過去100年で約0.7℃平均気温が上昇、これからの100年でさらに上昇する恐れあり

温暖化の脅威の写真

地球の平均気温の変化



12第2話(4)「たてもの」とCO2の関係

二酸化炭素はどこからどのくらい
排出されている？

日本のCO2排出量のうち31％が住宅やビルのエネル
ギー消費によるもので増え続けています。

日本の
CO2排出

量の推移
（排出量・
一人当た
り・部門
別）

CO2排出量に占める建築関連割合
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ビルの一生とCO２排出量の関係は？

第2話(5) 「たてもの」とCO2の関係

ビルを計画したときから、建設、運用、修繕・改修、そして廃棄までの
生涯でCO2を排出し続けます。
そしてその大部分がビルを運用するときに排出されるCO2なのです。

運用時のCO2削減の

ためには、あらかじめ
空調や照明などの設
備を省エネルギー型
に計画することがとて
も重要じゃな。

そうすると、建物を作るとき
だけじゃなく、できてからも
CO2排出量が少なくなるよう
に考えておけばいいんだね。

設備省エネルギー化によるCO2削減見通し
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CO２の他に建物からの環境への影響を考えておこう

第2話(6) 「たてもの」とCO2の関係

建物は、周辺と
様々な関わりを
持っているんだよ。
ビルを建てるとき
は総合的な環境負
荷を考えよう。

環境キーワードでの評価
(CASBEE)

目次に戻る



15
第3話(1) CO2を減らす４つの鉄則

①熱負荷を抑える

なるほど。長い間にたくさんCO2 が
でるのか。どうしたら、CO2 の少ない

スマートなビルができるのかな。

誰かに聞いて
みたら？

私がケンチク
デザイナーです。 私はセツビ

セッケイです。

エネルギーを大事に使う
仕組みを取り入れて、
それをしっかり維持しま
しょうね。法律＊1 もあ

るんですよ。

大事に
使うって？

4 つの鉄則が

あります。
鉄則①は
熱負荷を
抑える
ことです。

＊１ 通称「省エネ法」：エネルギーの使用の
合理化に関する法律

通称「温対法」：地球温暖化対策の推進に
関する法律

などがある。

設計段階



16第3話(2) CO2を減らす４つの鉄則

いいかね。
いいかね。 いいかね。

建物のCO2排出量を減

らすには、まず、４つの
鉄則を守り、きちんと計
画することが大切じゃ。

それから、建物ができ
て日常の運用が始まっ
たら、うまく動かすこと
じゃな。

環境配慮建築物
の概要と事例

「くうきみずでんき」
省エネルギービル・環
境共生住宅



17第3話(3) CO2を減らす４つの鉄則

CO2を減らす鉄則 計画のポイント

鉄則の具体
的なポイント
を見てみま
しょう。

太陽光・風力・太陽熱利用



18第3話(4) CO2を減らす４つの鉄則

熱負荷って何？

建物では冷房装置のために使
うエネルギーが非常に多いから、
そのもとになる熱負荷を減らす
ことが、大事です。それがエネ
ルギー消費量、ひいてはCO2
を減らす近道なんです。熱負荷とは、冷房したり

暖房するとき、冷暖房装
置で処理しなければな
らない熱をいいます。

こんなにたくさん
熱が入ってきたら
暑くなっちゃうね。
どうしよう。

目次に戻る



19
第4話(1) 鉄則①熱負荷を抑える

全部ガラスでできた建物って
かっこいいな。
星や富士山も見たいし。

だめ？

ぜひやりましょう！

ただのガラス張り
じゃ浪費ビルです。
全然クールじゃ
ありません。
工夫して。

「熱負荷」のこと
だよね。ガラスの
方が壁より熱が
たくさん入って
くるんでしょ。

ご名答！！

ホントだ。暑い…
これが熱負荷か…
日かげがほしい。

パパ～
朝顔の芽が
出たよ～！

待って

設計段階



20第4話(2) 鉄則①熱負荷を抑える

そうなのじゃ。難しさはそこに
ある。日射しの方向と強さは
季節や時刻によって変わる。
夏に太陽の強い熱（日射）を
受けるのは東面、西面、水
平面（屋根）だ。
だから、そういうところに窓ガ
ラスをたくさん設けたりすると、
熱負荷は非常に大きくなって
しまうんじゃ。

部屋に入って
くる太陽から
の熱。でも、
太陽って動く
から、どうし
たらいいのか
なぁ？

室内に入ってくる太陽からの
熱、多いのはどんな建物？



21第4話(3) 鉄則①熱負荷を抑える

夏の各方位面の日射量の大きさの例（東京）

熱負荷には、
窓の方位や大
きさだけでなく、
建物の平面の
形、高さ、コア
＊1の位置など

も影響するわ。

南に太陽がくるときは高いところ
にあるので南面は日射を庇で遮
りやすいの。
東西に太陽がくるときは、低いと
ころにあるので、庇では遮りきれ
ないから、やっかいだわ。
そのときは、遮熱ガラスにしたり、
垂直につけるルーバーでカットす
るのも方法よ。

わかってるさ。デザイン
はもちろん、建物の形
状や向き、周囲の風の
方向や樹木の配置な
んかも総合的に考えて
るよ。



22第4話(4) 鉄則①熱負荷を抑える

窓からの熱負荷をどうやって抑える？

窓形態によって、熱を抑える
力はずいぶん違うもの。だか
ら、建物の計画に合わせて、
ガラスの種類を選んだり、ブ
ラインドなどの遮へい装置を
併用することが重要だよ。

窓のない建物
はないし…。

窓から入ってく
る熱を減らすに
は、どうしたら
いいの？

日射熱を室内に入れないよ
うに窓廻りや外壁の形態を
考えることをファサードデザ
インというよ。主役は僕。ま
かせてくれ。

窓廻り・窓システム
（庇・ルーバー・ダブルスキン・エ
アフロー・外ブラインド） 洞爺湖環境ウォール

高性能窓システム



23第4話(5) 鉄則①熱負荷を抑える

内側ブラインドと外側ブラインド

窓の外側に
ブラインド
かぁ。

同じ太陽からの日射も窓
の外側でカットしてあげる
と、室内に入ってくる熱は
少なくなる。
だから、内側より、外側に
ブラインドをつけたり緑化
したりする方が効果的な
んじゃ。

目次に戻る



24第5話(1) 鉄則②自然エネルギーを

活用する

②自然エネルギー
を活用する

鉄則②は自然エネルギー
の活用でしょう。

自然エネルギーで
CO2 を減らせる

の？

太陽なら
使っても減ら
ないものね。
再生可能
だな。

私たちは昔から光や風や
水の恵みを生かした暮ら
しをしてきたわ。
今のビルでも
それと同じこ
とをやれるん
です。

そうだよ
見てごらん！

ここは
オフィスだっ
つーの！

化石燃料のように
資源を消費するエネル
ギーじゃないですから。

設計段階



25第5話(2) 鉄則②自然エネルギーを活

用する

自然のエネルギーを生かした工夫って
どんなもの？どうやって使うの？

光

トップライト
やライトシェ
ルフ（庇上部
につけた反
射板）などで
室内に光を
取り込む方
法があるよ。

ふうーん。照明の
代わりに太陽の光
かあ。これなら、電
気を使わなくても
明るい空間が作れ
るね。

光

太陽の光というエネ
ルギーは、世界に
公平に降り注いで
いる。太陽電池で
発電するもよし、熱
として温水を作るも
よし、そのまま光と
して建物に取り入
れてもよいぞ。

でも、外に
ある光をど
うやって建
物の中に入
れるの？

ライトシェルフ・トップ
ライト・光ダクト事例



26第5話(3) 鉄則②自然エネルギーを活

用する

風

風
外に出ると、気持ちのいい風が
吹いていたりするよね。これを建
物に役立てることもできるんだ。

建物の外側に面した部分に
換気窓をつけたり、風を取り
込む方法もいろいろあるわ。
建物の中に縦に穴を開けると、
風向きが変わっても安定した
風の利用が期待できるの。

うまく風が通りぬけるような
建物を考えれば、その分、
空調のエネルギーを削減す
ることができるんじゃよ。

自然通風手法の検
討事例・導入効果



27第5話(4) 鉄則②自然エネルギーを活

用する

水 雨？いつも降っ
てるわけじゃな
いよ？

自然のエネルギーを
活かすには、建物を
つくるときから考えな
いといけないの？

水
そうじゃよ。自然の力
を借りるには事前の準
備が必要なんじゃ。準
備さえしておけば雨も
使える。地下水や川の
水も利用する方法は
あるんじゃよ。

建物の地下に水槽
を作って、そこに雨
水を貯めておくわ。
トイレの洗浄水に利
用して節水したり、
散水で冷却効果を
得ることもあるわ。

雪冷房事例



28第5話(5) 鉄則②自然エネルギーを活

用する

土

実は、土の中は
温度が１年中安
定しているんだ。
これをうまく建
物に利用できれ
ば、とても省エ
ネになるんだよ。

写真のような、土の中のト
ンネルを建物に取り付け
ると、夏は涼しく冬は暖か
くなるんだ。これをアース
チューブ（クールチューブ
とヒートチューブ）というん
だよ。
建物そのものを地中に埋
める場合もあるよ。

土

みんなの足もと
にある土にも大
きなエネルギー
が詰まっている
んじゃよ。

土は動かないし、
光ったりもしないよ。
エネルギーなんて、
どこにあるの？

クール・ヒートチューブ事例

目次に戻る
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第6話(1) 鉄則③設備の効率を高める

（その1 熱を作る）

たまには
息抜きして
下さい。

鉄則③は、無駄のない
効率の良いシステムによっ
て、使うエネルギーの量を
少なくする、です。

ふーん。
難しそうな話だな。

③設備の効率を
高める

完成後の空調用の
エネルギーは４割も
占めるんです。今真剣に
考えないと！

そ、そうね。

この組合せじゃ
部分負荷対応
できないし…

とりあえず
光熱費が減っ
てくれると
うれしいな。

蓄熱槽
使えそうか
見てきま
した！！

設計段階



30第6話(2) 鉄則③設備の効率を高める（その1
熱を作る）

ビルの熱負荷は変動している

オフィスビルでは、朝になる
と人々が出勤してきて冷房
負荷が急に大きくなります。
夏、建物内で働く人がたくさ
んいて、日射負荷を多く受け
る日中に冷房負荷はピーク
となります。人が少なく、日
射の影響を受けない夜間や
外気温が下がる春や秋には
負荷がぐっと減ります。

季節によって
も変わってくる
んだね。日本
は、夏は暑く
て、冬 は寒
い四季がある
ものね。

冷房負荷は１日の
中でも刻々と変わ
り、昼と夜とで大き
さが全然違うわ。
夏季ピーク時の20
〜40％となる時間
がとても長いのよ。

1日の変動

季節の変動



31第6話(3) 鉄則③設備の効率を高める（その1
熱を作る）

効率よく熱を作ろう

熱源機の負荷率における効率

熱源機の効率のイメージ図

熱源機器の部分負荷効率



32第6話(4) 鉄則③設備の効率を高める

（その1 熱を作る）

効率よく熱を作ろう

ピーク時の負荷で熱源
機の大きさを決めてい
ます。機械を１台にする
と、フル稼働していると
きは効率が良くても、低
負荷時では効率が悪く
なってしまいます。負荷
が少ないときでも効率
よく熱を作るにはどうし
たらいいかな？

いくつかの小さな熱源機に分割しよう

夜の間に作って貯めておこう

いくつかの小さな熱源機で
分担して熱を作るのじゃ。
ピーク時には全部の機械を
動かすが、低負荷な夜間
や春と秋には動かす台数
を制限する。機械を小分け
にしてそれぞれの熱源機
ができるだけ高い効率のと
ころで運転できるようにす
るのじゃな。
建物が使われていない夜
間に、昼間必要になる分の
熱を先に作って貯めておく
のじゃ。

建物が使われていない夜
間に、昼間必要になる分の
熱を先に作って貯めておく
のじゃ。
昼間にはそのまま熱源機
を一定に動かし、足りない
分は夜間に貯めておいた
熱でまかなう。
小さい機械で効率のよい運
転をする時間が増えるので、
省エネになるのじゃな。

水蓄熱システム

氷蓄熱システム



33第6話(5) 鉄則③設備の効率を高める

（その1 熱を作る）

効率のいい機械を使おう

冷房や暖房を行うた
めの熱を作る機械を
熱源機といいます。
投入したエネルギー
の何倍も働く機械や、
今まで捨ててしまっ
ていた熱を利用でき
る機械があります。

ヒートポンプ（空気熱源、水熱源、 地中熱源
など）

ヒートポンプは空気や水のエネルギーを汲み上げ
て冷房や暖房、給湯に利用する機械。効率がよく、
CO2排出量が少ない。

コ・ジェネレーションシステム

ガスや灯油を燃焼させて発電をすると共に、排熱
を給湯や冷暖房に利用する熱電併給システム。
排熱を捨てずに再利用するため、省エネルギー
となる。

ヒートポンプのしくみ

コジェネレーションシステム

熱源機器の効率の推移
（吸収式・ターボ・ＨＰ）

ヒートポンプの冷排熱利用

GHP

（参考）フ
リークーリ
ング

目次に戻る



34
第7話(1) 鉄則③設備の効率を高

める（熱を使う）

この機械たちが
必要な「時」に
必要な分だけ
働くように考え
てあげるんです。

おおもとの
熱を作り出す
機械の次は？

熱源で作った
冷たい熱や温かい
熱をどう使うかに
ついて考えてみま
しょう。

なるほど
水とか空気で
熱を運ぶ
わけね。

水の通り道を
配管、空気の通り道を
ダクトと言います。建
物の中にはりめぐらさ
れています。 水を運ぶ

ポンプ

空気を運ぶファン

どうすると
省エネできるの？

設計段階



35第7話(2) 鉄則③設備の効率を高める（熱を

使う）

熱負荷は部屋によって現われ方が違う

窓際は日射負荷により、日中の冷房負荷が大きく
なります。
負荷のピーク時は窓の方位によって異なります。

外部に面していない部屋は、外気や日射の影響を
受けず、負荷変動が少ないです。人の発熱や照明、
パソコン等の機器の発熱が負荷となります。

会議室は事務室と異なりときどき利用する部屋
です。部屋の利用がある時間帯のみ、負荷が発
生します。

使い方や方位によっ
て部屋の負荷の特
性が異なります。



36第7話(3) 鉄則③設備の効率を高める（熱を

使う）

空調のしくみ（オフィスの冷房）

ここは水
が回っとる。
熱源機と
空調機の
間をポン
プで循環
してるの
じゃ。

室内を健康的
な環境に保つ
ために屋外の
新鮮な空気を
取り入れるわ。

水と空気
で熱交換
している
わ。

冷房や暖房の
ために冷風や
温風を送り出
すのが空調機
です。

こっちは空気。
部屋に冷たい空
気を運んで冷房
する。だれもいな
いのに空気を送
るのはもったい
ないのお。



37第7話(4) 鉄則③設備の効率を高める（熱を

使う）

各室の負荷の動きに合わせて冷房を調整する

空気で調整

変風量方式（VAV：バリアブル・エア・ボリューム）：室内に吹出す冷風の風量を、負荷にあわ

せて調整し、ファンの消費エネルギーを少なくします。



38第7話(5) 鉄則③設備の効率を高める（熱を

使う）

各室の負荷の動きに合わせて冷房を調整する

水で調整

変流量方式（VWV：バリアブル・ウォーター・ボリューム）：空調機まで運ぶ冷水の流量を負荷

にあわせて調整し、ポンプの消費エネルギーを少なくします。

真夏には…

暑い外気を冷却す
るため、空調機で
は多量の冷水を必
要とします。

春や秋、夜間
には…

空調機で必要
とする冷水は少
なくて済みます。



39第7話(6) 鉄則③設備の効率を高める（熱を

使う）

外気取り入れの省エネルギー
人が多いときには新鮮
な外気を多く取入れる。

人が少ないときには外
気取入れ量を減らす。

春や秋には…
オフィスの中では、パソコンや人からの発
熱があるため、春や秋でも冷房が必要とな
ります。こうした時期には、冷熱源機などを
動かさずに、涼しい外気を積極的に取り入
れれば部屋の温度を下げられます（外気冷
房といいます）。

夏や冬には…
人数に合わせて外気取入量を減らしていけば冷房や
暖房のためのエネルギーを少なくできます。

涼しい風をど
んどん入れて
外気冷房とし
ている。

ビルにおける外気取り入れの必要性
人が多いと呼吸により室内の二酸化炭素濃度が高くなります。ビルで働く人の健康を守るため、ある大きさ以上のビルでは、
『建築物における衛生的環境の確保に関する法律』で、室内の二酸化炭素濃度を1,000ppm以下にする基準が設けられて
います。外気を取り入れることでその環境を維持します。

9月〜11月は、

外の風が涼しくて
気持ちがいいもん
ね。

（参考）全熱交換器

目次に戻る



40
第8話(1) 鉄則④ムダにしない

いつも見えると
節約できますよ。

照明っていうのも
エネルギー消費
が大きいぞ。
何か考えて

ますか？

おまかせください。
ムダな照明は
見逃しませんわ。

④ムダにしない

見張って
るの？

蛍光灯

はい、センサが。

それより、
ワタシも見て。

ただいまのあなたの
使用電力は

センサ設計段階



41第8話(2) 鉄則④ムダにしない

必要のないところは電気を消す

日中は外が明るいから、
窓際の照明は少しだけで
足りる。

センサでその場所の明るさを計って、自動的に照
明を暗くしたり、明るくしたりするシステムよ。
消費エネルギーを抑えることができるわ。

明るさセンサの導入（昼光利用）



42第8話(3) 鉄則④ムダにしない

必要のないところは電気を消す

最近、ドアを開けると照明がつく
トイレに入ったことないかな？
あれは、人感センサというものを
使って、自動的に照明の
ON/OFFをしているん
じゃ。

更衣室や廊下・階段など
に最適よ。消し忘れもなく
て便利だし、とっても省エ
ネルギーよ。

照明の設計
では、空間の
雰囲気や取
付場所など
に合わせて
照明器具を
選ぶわ。

近年、照明の
ランプは、高
効率蛍光灯
（Hf蛍光灯）や
LEDなど新し

いものが出て
きているん
じゃ。今後も、
よりいっそうの
省エネルギー
が期待できる
ぞ。

人感センサの導入



43第8話(4) 鉄則④ムダにしない

水を使うことでやはりエ
ネルギーを消費してい
るんじゃ。だから、節水
に努めてくれたまえ。節
水型便器や自動水栓は
なかなか良いぞ。

トイレの洗浄水は
オフィスでは水使
用量の約60％、

一般家庭では約
30％を占めてい

ます。雨水や中水
（再利用水）を使
えば上水（水道
水）を節約できる
わ。

水の再利用（中水システム）

水は大切な資源。捨てる前にもう一度使おう

節水器具



44第8話(5) 鉄則④ムダにしない

省エネルギーを「見える化」しよう（第11～13話へ）

省エネル
ギーできた
かってわかる
の？

まず、どのくらいエネルギーを使っ
たかを計量するよ。それをビルの
エネルギー管理システムで結果が
よくわかるように整理する。そうす
れば、一目でわかるでしょ。成績
表をつけてセシュさんに渡すんだ。
これが「見える化」だよ。

えっ！成績表
をパパに！！
体育だけにし
て。

ずいぶんいろんな
工夫があるんだね。
ど のくらい



45第8話(6) 鉄則④ムダにしない

昇降機の省エネルギー

無駄な運転を減らして、待ち時
間も短くなるなんて、一石二鳥だ
ね！

エスカレーターの発停制御
エスカレーターでは、無人の時は停止、もしくはゆっくり運転する。

エレベーターの群管理（制御）

昇降機は人や荷物を運
ぶ建築設備。インバータ
の使用などにより、省エ
ネが進んだ設備の一つ
だよ。

エレベーターの速度や台数、か
ごの待機場所をバランスよくす
ると、利用者の待ち時間を短くで
きるし、省エネにもなるよ。この
仕組を「群管理制御」と言うんだ。

目次に戻る



46
第9話(1) 工事中も考えています

設計では、
これこれこういう
省CO2 の
考え方なの。

そのためには
あそこをこうして
あれを考えて
ここを通して…。

カントクー
CO2 を減らす

画期的な方法を
見つけました！！

ホラ
こうやって
工程を短く
するんです。

それじゃ
机上の空論だろ！
どうやって
建つんだヨ。

どうすりゃ
工事中の
CO2 が
減るんだ
！？

ほんとか？！

なるほど…、

わかりました。

ノ

施工段階



47第9話(2) 工事中も考えています

ある高層ビルの工事の流れ
ここまでいろいろ
試行錯誤して設計
図がまとまったよ。
いよいよ着工じゃ。

設計図に基づいて省エネで安
心な建物を作ります。
CO2を減らすべく設計の考え方
を引き継いで工事を管理してい
きますのでご心配なく。

コウジです。
よろしくお願
いします。

定例会議

皆で
よりよい
建物になる
よう
協力して進
めます。



48第9話(3) 工事中も考えています

着工から8ヶ月

設備工事の担当者は、
施工手順作成（工程作成）
搬入計画立案
施工図（詳細図）作成
機器製作図の確認
安全管理
予算管理

などを実施します。
もちろん、
地球環境を守るために、

ゴミ削減計画
CO2排出量の削減計画

などの活動も実施しています。

どんな手順で組み立てるか…
そうそう！
省エネルギー性も考えて
計画を立てなきゃ。

施工計画（環境対策）

作業所におけるゼロエ
ミッション活動

作業所におけるゼロエ
ミッション活動事例



49第9話(4) 工事中も考えています

着工から1年

設
備
工
事
期
間

エコマテリアルの採用

グリーン調達＊

グリーン調達とは、
エネルギー消費量 が少ない
寿命が長い
原材料がリサイクル品である

などのエコ機器やエコ資材を積極的に調
達して建物に使用することを言います。

環境にやさしい機器

オゾン層破壊係数が小さい冷媒（代替
フロン）の空調機を使わなければならな
いことが、国際的に合意されています。

代替フロン冷凍機

＊通称「グリーン購入法」
（国等による環境物品等の調達の推進に関する法
律）に基づくもの

変圧器の選定

照明器具の選定



50第9話(5) 工事中も考えています

着工から1年3ヶ月

設
備
工
事
期
間

ハイブリッド型
タワークレーン

蓄電池を積んだハイブリッド型タワークレー
ンが開発されています。荷降ろし時にク
レーンのモーターで発電し、その電力を蓄
電池に貯めておき、その貯めた電力で荷揚
げを行うものです。
これにより、クレーンの電力使用量が少なく
て済みます。

設備はエコ機器
を使わなきゃだ
めだね。

高効率
変圧器など



51第9話(6) 工事中も考えています

着工から1年8ヶ月

設
備
工
事
期
間

配管とダクトのユニット化例

施工中の環境配慮

工場加工化
（配管やダクトのプレハブ施工例）

工場で加工する部材を多くし、工事現
場での作業を減らすと、

加工時に発生するゴミを工事現 場
へ持ち込まなくて済む

作業時間が節約されて作業にか
かる光熱費が節約できる
などの長所があります。

ユニット化事例(機器）

工場加工化（配線）

設備ﾕﾆｯﾄ化施工・
無梱包の推進事例



52第9話(7) 工事中も考えています

着工から2年6ヶ月

ちょっと、運転手さん、ア
クセルの踏み過ぎだよ。
車も、建物も、無駄な燃
料は使わないように。

完成直前は試運転や検査
をして、全ての機械が正常
に動くことを確認するんだ
よ。
適切な運転に調整すること
が、省エネルギーのために
とても大切なことなんだ。

設備工事担当者は工事の進捗と共に、
様々な取り組みを行っています。

設
備
工
事
期
間

目次に戻る



53第10話(1) ちゃんと動くかな？バッチ

リ！

うわー
できてきたー。
うれしいなー。

機器がきちんと
働くようにして
おかないと…。

まだまだ
これからが

本番です。

ただいまキカイの
トレーニング中

ただいま
検 査 中

役所の人が来たり

消防署の人が来たり

さあ引き渡しだ。
出番だよー！

この子たち
出来がいいのか
悪いのか…。
先が思いやられる…

施工段階
（竣工前）



54第10話(2) ちゃんと動くかな？バッチリ！

建物完成前のチェック・フロー
（施工の最終段階で、様々な検査や調整を行って、適切な建物を作り上げます。）



55第10話(3) ちゃんと動くかな？バッチリ！

STEP1

まず最初は、現場を
見て、個数の確認か
らスタート！この部
屋には、32Wの照明
器器具が…24個！
確認OK！だ。

次に、個々の機器が大
丈夫かを確認してみよ

う！配管に穴が空いてな
いか…電 気の導線が

誤って物に接触していな
いかを絶縁抵抗試験で

調べたりするよ。

建物の形が出来ても
完成とは言えません。

施工の最終段階で、
様々な検査を行い、設
備の機能を確認するん
だ。
省エネルギー的にも適
切な運転状態に調整し
てから引き渡すんだよ。



56第10話(4) ちゃんと動くかな？バッチリ！

STEP3

個々の機器が確認できたら、
次に、まとまった工事ごとに
確認します。
給気と排気は連動する？
照明とスイッチの系統は合っ
ている？

設計者も、図面を書
くことだけが仕事じゃ
ないのよ。

監理者として施主の代わり
に工事を見守る時もあるわ。
設計図通りに現場が施工さ
れているかを確認することも
仕事の一つなんです。

日本の法律に違反
していないことを確

認しなきゃ…次に、適切な運転量に調整したり、他
設備との連携もチェックします。停電時
に、消火ポンプが発電機で動いたり…
そんな連携プレーも確認します。



57第10話(5) ちゃんと動くかな？バッチリ！

STEP6

最後に、ぜ～ん
ぶ、一緒に動か
して確認！
フル稼働だね。

コミッショニング（Commissioning）とは、
性能検証ともいわれ、要求性能が満足されてい
るかを、設計・施工・引き渡しの各プロセスで、そ
の性能試験を通じて検証します。最近では、環
境・省エネルギーの観点で要求性能を設定するこ
とが多くなってきています。コミッショニングは、設
計者でもなく、施工担当者でもなく、第三者的な
性能検証担当者が実施します。第三者が違う視
点で、建物を評価するのです。

総合調整とは、
例えば、停電したら自動的に発電機が起動
するか？ 火災になったら、火災感知器が
鳴るだけでなく、エレベーターが自動的に避
難階で停止するか？ 受水槽の水がなく
なったら中央管理室（防災センター）に異常
を知らせるか？ などなど… 総合的な連動
試験を行います。これらを確実に実施してか
ら、建物を引き渡します。

検査が完了したら、
その記録や図面な
どを、運用する人
たちへ伝えるんだ。
バトンタッチ！

うぉ〜！
すごい！
素晴らしい
建物の完成
だ！皆さん、

ありがとう。

でもここからが本当のスター
ト！
いかにビルを運用するのか
が、大きなポイントなんだ。
「省エネに終わりなし」だよ。

目次に戻る



58
第11話(1) 運用さんの1日

「少し愛して
長～く愛して」ネ！

やったー無事竣工！
みなさんありがとう！

これからは
省エネ運転になるよう、
私たちが頑張ります。

いやいや私たちだけ
ではうまくいきませんよ。
セシュさんやテナント
さんにも協力していた
だかないと。

よろしく
頼みます。

経営の良し悪しは
あなたがたに
かかっています。

はい！

私たちも
見守ります。

運用段階



59第11話(2) 運用さんの1日

ある設備運用管理員の
1日

ある設備運用
管理員の1
日



60第11話(3) 運用さんの1日

テナントさんへ協力依頼

テナントさんへの呼びかけ



61第11話(4) 運用さんの1日

異常が見つかった場合

日常運用管理
事例

目次に戻る



62第12話(1) 運用さんを支えるしく

み

あ、いえ、
「ビルの」です。

１人で面倒
見るのは
大変でしょう。

毎日見てると
みんな
個性が
あるんです。

いやいや、
昔は私も

走り回りましたが、
今は頼もしい
味方がいます。

機器を自動的に
動かしたり、
警報も
出せますよ。

I am
カンシです。

ムダづかいも
注意して
くれるの？

はい。
パートナー
ですから。

長い人生の
ライフプランを
お手伝い
します。

えっ、人生設計
手伝ってくれるの

！？

運用段階



63第12話(2) 運用さんを支えるしくみ

PDCA

毎年少しずつエネ
ルギー消費量を減
らしていかなくちゃ
いけないのか…
ずーっとなのか。

毎日同じ作業でも
日々の積み重ねでス
パイラルアップ！監
視機器の助けを借り
て建物の運用でも
P（計画）⇒D（実行）
⇒C（点検）⇒A（処
置）サイクルの品質マ
ネジメントを行ってい
るんです。
継続的に改善をして
施主やテナントさんに
満足していただくよう
に努力します。

管理計画を立てよう
毎日のチェックが大切

異常なし

今日はこれとこれだな

おかしいな増えてるぞ。
どこだ？いつから？

漏れてる…すぐ直そう

これでよし

運用管理者のトレー
ニングも必要

次の重点管理はこれだな

どうかな。
昨日よりCO2排出量
は減ってるかな？
目標は達成したかな？



64第12話(3) 運用さんを支えるしくみ

BAS/BEMS
適切なメンテナンスをするには 適切な温度設定を選ぶには

スケジュール運転も自動化して省力化 BAS/BEMSを活用した建物機能向上

昔は…
いつごろ、どん
な調子で動いて
いたかは、わか
るんだけど。
出てくるデータ
が多すぎて…
イライラ。

BEMS＊1を
使って…
たくさんのデータを
きちんと整理してく
れて、メンテナンス
の予定まで教えてく
れるので、管理の
仕 事はすごく楽に
なりました。

昔は…
１台１台、機
械やバルブを
動かすために、
運用管理者
が建物内を走
り回っていま
した。

BAS＊2を
使って…
建物内の機器の
状況も遠隔で確認
できます。あらか
じめスケジュール
登録しておくと、自
動的に設備機器
が動くので無駄な

運転も防げます。

昔は…
季節ごとにそ
れぞれ一定の
温度で設備を
動かしていて、
エネルギーに
無駄がありま
した。

BASを使って…
建物の状況、外気温
度等を考慮して、自動
的に省エネモードで運
転することができるよう

になりました。

昔は…
エネルギーが適
正に使われてい
るのか、クレー
ムはないか、建
物の機能が低
下していないか、
等を判断するこ
とがとても難し
いことでした。

BAS/BEMSを
使って…
エネルギー使用量、
設備のメンテナンス
状況、クレーム原因
などの様々な情報が
リアルタイムで確認
できるので、適切な
判断がしやすくなり

ました。

＊1 BEMS（Building ＆ Energy Management System）
ビルのエネルギー使用量や室内温湿度情報を収集、分析することにより、
設備運用管理員の業務を支援するシステム

＊2 BAS（Building Automation System）
ビルの各機器を自動的に動かしたり、運転状況を監視・制御するシステムBEMSBAS BMS

目次に戻る
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第13話(1) ビルの健康管理

人間
ドック行って
こよっと

最近どうも
調子悪いな。
どう？

ええ、確かに。
疲労が
進んでいる
みたいですね。

どうやって
わかるの？

この
エネルギー消費

データを見て下さい。
効率が落ちてますね。

どこか具合が悪いの
かな。コレステロール
がたまってるのかな？
それとも年の

せいか？

ビル全体の
健康診断を
やりましょう！！

運用段階



66第13話(2) ビルの健康管理

ビルの保全と省エネ行動の手順

人間だったら？
健康診断するよね

昨年より体重が増えた！

体重が増えたと
いっても肥満じゃ
ないよ。身長が伸
びてるものね。
バランスが大事だ
よ。

建物も同じ。
定期的に点
検をして記
録します。



67第13話(3) ビルの健康管理

使っている量を知る（計測と現状把握）

建物のエネルギー消費
量は、どこでどのように
消費されているか用途ご
とに分類して計量すると
わかりやすいし、分析も
しやすいです。

BEMSによる各種
データの視覚化



68第13話(4) ビルの健康管理

標準的な値と比較してみる（定量・適正比較）

エネルギー消費については統計
データがあるので、同じような建物
や過去の使用量との比較をします。
建物の運用が正常に行われている

かを判断することができます。

うちのビルは、熱源
機の消費量だけが
増加しているようだ。

BEMS



69第13話(5) ビルの健康管理

なぜそんなに使っているのかを調べる（調査と分析）

なぜ熱源機の消費量
だけ増えてるのか？
一つ一つ原因をつぶ
していこう。

ＢＥＭＳ（作動・効果チェック）

ＢＭＳによるＬＣＭ例



70第13話(6) ビルの健康管理

そろそろ、修繕する時期かな。分解
清掃だけでいいかな。それとも？

このままではエネルギーを
余計に消費してしまうぞ。

定期的にメンテナンスをして経済的な運転を続ける
（対策と保全）



71第13話(7) ビルの健康管理

長期修繕計画をたてておこう。

劣化の状況を判断し、修繕
または更新・改修を行う時期
や項目を計画します。

目次に戻る



72第14話(1) やろう！省エネ改修

大丈夫！
まだまだ
若いわ！！

そろそろ
更新時期かな

そうですね。
診断結果は
あまり良くない
ですね。

最近テナントが
入りにくいな。社会の
ニーズに合わなくなって

きたのかな。

技術革新の
スピードは速い
ですからね。

世の中の
サービスも
変わりました。

じゃあ、改修しようか
な。機械を新しくする
だけじゃなく、間取りや
用途も変えようかな。

私に検討させて下さい。
このビルを魅力的に
再生してみせますよ。

改修段階
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改修はビルの人生の分かれ道

第14話(2) やろう！省エネ改修

既存建築物の省エネ改修を促すことが大事

改修するなら、トイレをきれいにし
たり、超節水便器にしたいな。エ
レベーターもみんなに優しいタイ
プに変えたい。さて、省エネビル
にする改修はどんなふうにやれ
ばいいのだろう。専門家の意見を
聞いてみよう。

なんか見た目
が古っぽく
なってきたな。

なぜなら運用段階にあるストック
は新築の40倍以上だから。

データは2000年度のもの

地球環境を考慮した電気設備
（（社）電気設備学会）をもとに作成

省エネ改修事例（トイレ）

省エネ改修事例（空冷HPの
入れ替え）
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設計

第14話(3) やろう！省エネ改修

省エネのためには、まずは断熱材とガラ
スを高性能にします。屋上緑化もやって
みましょうか。自然エネルギーを導入する
にはどの方法なら採用できるか検討しま
す。
改修する場合、建物の用途を変えるコン
バージョンという方法もありますね。さて、
これからは何がトレンドかな。

きちんと管理していても15年程度
たったら設備の更新をする計画に
しておいた方がいいわね。躯体と
設備は寿命が違うから。
更新するときはその時代のトップ
ランナー機器（もっとも進んだ技
術）を導入したいものだわ。材料も
よりエコになっているでしょうし。

改修は省エネ手法の採用
や機器更新で費用がかか
る。でも、光熱費や水道代、
メンテナンス費が低減され
たり建物の価値が上がるこ
とでカバーできるじゃろう。
どのくらいの規模や内容に
するかはLCC＊1や
LCCO2＊2を計算してから
じゃ。

＊1 LCC：
ライフサイクルコスト
生涯費用
＊2 LCCO2：
生涯二酸化炭素等排出量

改修するとき
はもういちど設
計から検討す
ることになるの
じゃ。

躯体の長寿命化も大事なことだから各部分の劣化を防ぐ対
策をしましょう。まずシールや防水、塗装をチェック。それに
躯体のコンクリートも…。100年もたせるつもりです。



75第14話(4) やろう！省エネ改修

現場

どの設備がどのくらい劣化して
いるか、実際の現場を調査して
寿命を判断します。まだまだ使
える部分があるかもしれないし、
15年で更新というのはあくまで
目安です。逆に、配管などは早
くに腐食したりすることもあるか
ら要注意ですね。

コンピュータは日進月歩
だから、最新のBEMSを
導入するよう提案しよう。
どのくらい省CO2になる

か、見えるようにしたいで
すね。

建物は大きさもスペースも限られている。
改修のときは機器の搬入や工事のやり
方も充分に検討する必要があるんだ。

本当ははじめから余裕のあるスペース
にしておくといいんだけど…。

壁や天井がはずせるようにしておく手も
あるね。道連れ工事がなくなって経済的
だよ。

それに既存の建物は実際に
使っている場合が多い。使わ
れているなかでの作業の場合
は、注意点がたくさんあるんだ。
今使っているのに止まって困っ
たりしないようにとか、 安全と
か、騒音とか…



76第14話(5) やろう！省エネ改修

アセット
アセットマネジャーで
す。
資産（アセット）を効率
よく管理、運用（マネジ
メント）します。
今するべきこと、最も
重要なことは何か助
言します。
長寿命が得か、新しく
するほうが良いか、投
資のノウハウはお任
せください。

この改修工事は投資に
見合う、という目論見が
なければできないよ。

改修してさあ心機一
転！今度は僕の時代
だ。

目次に戻る



77第15話(1) 廃棄物を減ら

す

○○年後

このビルも
建ててからずいぶん
経ったよね。

もう充分償却したから、
煮るなり焼くなり
好きにしていいぞ。

コンクリートは
煮えないよ。

長く使うことは
大切ですが、

コストや環境負荷
が余計にかかる場
合や社会の要求が
あれば建替えも
選択肢のひとつ
ですね。

心配しなくても大丈夫
です。解体したゴミは
資源としても使えます
よ。

今や、現場
のゴミ箱は、
分別回収で
ハンパなく
多いんです。

解体・リサイクル
段階



78第15話(2) 廃棄物を減らす

3Rとは・・・

2001年4月に、循環型社会推進基本法が施行され、３Rの推進が国の基本方針になりました。
３Rは、廃棄物をできるだけ出さない循環型社会を作るための基本的な考え方です。

循環型社会を3Eの調和
◦経済 Economy
◦環境 Environment
◦エネルギー Energy
で語ることもある。
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第15話(3) 廃棄物を減らす

建築設備における3Rの事例 建築設備における3Rの事例

Reuse Reduce Recycle 

照明器具の簡易梱包搬入
照明器具などの建築設備機器
を簡単な梱包材で搬入し、梱包

材のゴミを削減しています。

太陽光パネルの転用
まだまだ使える建築資材は、リ
ユースすることを、推進していま
す。

使用済みケーブル類の収集
電線ケーブルや配管などの金属は、
再生工場へ運ばれ、再資源として新
しく生まれ変わります。

作業所におけるゼロエ
ミッション活動

作業所におけるゼロエ
ミッション活動事例

無梱包・省梱包

施工計画



80第15話(4) 廃棄物を減らす

今は資源

資源を生み出して
持続可能な社会を
作ることがぼくたち
から未来へのプレ
ゼントだね。

今は資源

昔はゴミ



81第15話(5) 廃棄物を減らす

最近のリサイクル例

設備工事の分野でも、ま
だ使える機器や部材はリ
ユースやリサイクルしま
す。どうしても捨てなきゃ
ならないものだけ廃棄物
（ゴミ）にするんだ。最近
では廃棄物の量はずい
ぶん減ってますよ。

ダンボールダクト
ダンボール自体が断熱性に優れている
ため、在来工法（金属ダクト＋グラス
ウール断熱材）に比べて、LCCO2（生涯
二酸化炭素排出量）が約33％になると
言われています。

目次に戻る
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今、私たちが考えていること(1)



83
今、私たちが考えていること(2)
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今、私たちが考えていること(3)



85
今、私たちが考えていること(4)

目次に戻る
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あとがき

【未来を拓くために】

私たちは美しく青い星、豊かな水と大地からなる地球で暮らしています。
その地球が今、温暖化をはじめとする環境問題で苦しんでいます。温暖化の
背景のひとつには建築物があり、建築設備という分野が深くかかわっていま
す。

この技術絵本Ⅱ「ストップ・ザ・温暖化 建築設備技術者の挑戦」では、建
築物のライフサイクルを通して、設備技術者が建築に関わる人たちと連携し
ながら、どのように温暖化を食い止めるのか、また立ち向かうのかを描きまし
た。若い人や技術者以外の人たちにも興味を持っていただきたいと考え、役
割ごとに8人のキャラクターを登場させ、できるだけわかりやすい言葉を使っ
たストーリー形式で展開しています。

もちろん、ここで紹介した手法は温暖化を防止する手段のうちのほんの一
部です。私たちは過去に学び、新しい技術の導入を進め、力を合わせて地球
温暖化をストップさせたいと思います。
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あとがき（つづき）
【技術絵本の第2弾です】

私たちは、先に技術絵本「くうき・みず・でんき」を発刊しました。これは、
将来の社会の担い手である若い人たちに、建築設備技術者が日常の業務
として携わる建築設備とはどのようなものか、を理解していただくことを狙
いとしたものでした。

その中でも触れられた“地球環境問題と省エネルギー”は、今日ではさら
に緊急な重い課題として、建築設備に関わる私たち技術者にその対策や
改善への取組みを迫っています。

この技術絵本Ⅱ「ストップ・ザ・温暖化 建築設備技術者の挑戦」は、地
球環境問題の改善に日頃から取り組む20歳代の若手から60歳代のベテ
ランの建築設備技術者がつくった技術絵本シリーズ第2弾です。社団法人
建築設備技術者協会の創立20周年記念事業の一環として、発刊母体であ
る創立20周年記念出版委員会と編集を担う技術絵本Ⅱ編集委員会が制
作しました。先の絵本と併せてご覧いただき、活用していただきますことを
希望してやみません。

中表紙に戻る

2009年11月6日 社団法人 建築設備技術者協会 関東支部長

創立20周年記念出版委員会委員長
横山 正博
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美しい地球を次世代へ

表紙に戻る



設計WG【収集資料】

1

技術絵本技術絵本ⅡⅡ
【【資料編資料編】】

この資料編は、技術絵本この資料編は、技術絵本ⅡⅡ「ストップ・ザ・温暖化「ストップ・ザ・温暖化 建築設備建築設備
技術者の挑戦」を用いた講義等を行う時にお役に立てていただけ技術者の挑戦」を用いた講義等を行う時にお役に立てていただけ
ればと、会員・関係団体の好意でればと、会員・関係団体の好意で20102010年（平成年（平成2121年）に年）に収集さ収集さ
れたものです。れたものです。

ここに掲載されたものが常に正解ではなく一つの例として、講ここに掲載されたものが常に正解ではなく一つの例として、講
師の方がご自身の裁量で、自由に選択してお使いください。師の方がご自身の裁量で、自由に選択してお使いください。

なお、著作権・肖像権等発生する場合がありますのでなお、著作権・肖像権等発生する場合がありますので複写・複写・他他
の出版物等への転載はご遠慮ください。の出版物等への転載はご遠慮ください。
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2

柳原編集委員長新聞発表柳原編集委員長新聞発表日
刊
建
設
工
業
新
聞

平
成
二
十
一
年
十
一
月
六
日
（金
）

中表紙に戻る
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設計WG【収集資料】

「たてもの」とCO2の関係

第2話

○地球環境問題に関する概要図

「4コママンガ」へ戻る
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4

「たてもの」とCO2の関係

大気汚染大気汚染 砂漠化砂漠化森林伐採森林伐採

酸性雨酸性雨地球温暖化地球温暖化オゾン層破壊オゾン層破壊

第2話

○地球環境問題や「温暖化等の脅威」の写真（1/3）
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5

「たてもの」とCO2の関係

第2話

○地球環境問題や「温暖化等の脅威」の写真（2/3）

ツバル、フナフチ島（首都）。環礁のため内
陸から沸き上がった水によって浸水している
町（浸水後）。(2002.5,Masaaki Nakajima)

海面上昇

ブライトホ
ルン近くの
氷河 2006

ブライトホ
ルン近くの
氷河 1984

氷河の後退

出展：全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイ
トより （http://www.jccca.org/)
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6

「たてもの」とCO2の関係

第2話

○地球環境問題や「温暖化等の脅威」の写真（3/3）

サンゴの白化

1998年の異常高水温以降のモルディブの海中

1998年以前のモルディブの海中

異常気象

バングラディシュの洪水
2005.7
Aki Soeda

出展：全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイ
トより （http://www.jccca.org/)」 「これからどうなる」ヘ戻る
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7

「たてもの」とCO2の関係

○温室効果ガスの地球温暖化への寄与度

第2話

出所）ＩＰＣＣ第4次評価報告書2007
全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイト（http://www.jccca.org/）より

ここでの数値は、気候変動に関する政府間パネル
(IPCC)第3次評価報告書の値(100年間での計算)。

「温暖化はなぜ起こる」に戻る
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8

「たてもの」とCO2の関係

出所）ＩＰＣＣ第4次評価報告書2007
全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイト（http://www.jccca.org/）より

第2話

○国別CO2排出割合・国別一人当たりCO2排出量

「温暖化はなぜ起こる」に戻る
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9

「たてもの」とCO2の関係

出展）日本の温
室効果ガス排出
量データ（2008
年度確定値）
国立環境研究所
地球環境研究セ
ンター温室効果
ガスインベント
リオフィスWeb
ページ

第2話

○日本の温室効果ガス排出量（基準年比）

「温暖化はなぜ起こる」に戻る
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10

「たてもの」とCO2の関係

出所）ＩＰＣＣ第4次評価報告書2007
全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイト（http://www.jccca.org/）より

第2話

○地球の平均気温の変化

「これからどうなる」ヘ戻る
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11

「たてもの」とCO2の関係

出所）ＩＰＣＣ第4次評価報告書2007
全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイト（http://www.jccca.org/）より

第2話

○日本のCO2排出量の推移（総排出量・一人当たり）
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12

第2話

○日本のCO2排出量の推移（部門別）

「たてもの」とCO2の関係

出所）ＩＰＣＣ第4次評価報告書2007
全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイト（http://www.jccca.org/）より

「二酸化炭素はどこから」ヘ戻る
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13

「たてもの」とCO2の関係

第2話

○CO２排出量に占める建築関連の割合

出典：伊香賀ら「我が国の建築関連CO2の2050年までの予測」日本建築学会計画系論文集第535号

空気調和・衛生工学会「空気・水・熱」より

（12.61億トン）

「二酸化炭素はどこから」ヘ戻る
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14

「たてもの」とCO2の関係

建築設備の省エネルギー化によるCO２排出量削減の可能性

出展）空気調和・衛生工学会： 秋元孝之ほか「日本の建築設備における温暖化影響の大きさに関する研究」より

第2話

○設備省エネルギー化によるCO2削減見通し

「ビルの一生とＣＯ2」ヘ戻る
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「たてもの」とCO2の関係

敷地境界

仮想境界

Q（環境品質）

L（環境負荷）
＝ 建築物の環境効率、

(BEE: Building 
Environmental 

Efficiency)

資源消費・CO2など

水質汚染など

排気、騒音、
排水、
排熱など

５つのランクで評価
Ｓ ：素晴らしい
Ａ ：大変良い
Ｂ＋：良い
Ｂ－：やや劣る
Ｃ ：劣る

②CASBEE （建築物総合環境性能評価）
・建物の総合的な環境性能を評価するもの
・建物の環境品質と環境負荷の両方を総合的に判断するもので、CO2排出量も検討

できる。

第2話

○建築の環境というキーワードでの評価方法（CASBEE-1）
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■使用評価マニュアル： ■使用評価ソフト：

1-1　建物概要 1-2　外観

建物名称 ○○ビル 階数 地上○○F

建設地 ○○県○○市 構造 RC造

用途地域 商業地域、防火地域 平均居住人員 XX 人

気候区分 地域区分Ⅳ 年間使用時間 XXX 時間/年

建物用途  事務所, 評価の段階 実施設計段階評価 外観パース等

竣工年 予定 評価の実施日 2008年7月8日 図を貼り付けるときは

敷地面積 XXX ㎡ 作成者 ○○○ シートの保護を解除してください

建築面積 XXX ㎡ 確認日 2008年7月10日

延床面積 15,000 ㎡ 確認者 ○○○

2-1　建築物の環境効率（BEEランク&チャート）2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

1.0

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Q のスコア = 3.0
Q1 室内環境     Q2 サービス性能 Q3 室外環境（敷地内）

3.0 3.0 3.0

LR　環境負荷低減性 LR のスコア = 3.0
LR1 エネルギー     LR2 資源・マテリアル LR3 敷地外環境

3.0 3.0 3.1

3　設計上の配慮事項
総合 その他

Q1 室内環境 Q2 サービス性能 Q3 室外環境（敷地内）

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一般

的な建物（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目安
で示したものです

←

CASBEE-新築（2008年版） CASBEE-NC_2008(v.3.0)

2011年12月

注）　設計における総合的なコンセプトを簡潔に記載してください。 注）　上記の６つのカテゴリー以外に、建設工事における廃棄物
削減・リサイクル、歴史的建造物の保存など、建物自体の環境
性能としてＣＡＳＢＥＥで評価し難い環境配慮の取組みがあれ
ば、ここに記載してください。

3.4
3.0 3.0

1

2

3

4

5

3.0 3.0 3.0

1

2

3

4

5

3.0 3.0 3.0 3.0

1

2

3

4

5

3.0 3.0 3.0 3.0

1

2

3

4

5

3.0 3.0 3.0

1

2

3

4

5

   水資源
　  保護

1

2

3

4

5
Q2 サービス性能

Q3 室外環境
(敷地内)

LR3 
敷地外環境

LR2 資源・
マテリアル

LR1 
エネルギー

Q1　
室内環境

3.0 3.0 3.0

1

2

3

4

5

49

50

0

50

100

0 50 100

環
境

品
質

　
Ｑ

環境負荷 L

S A B+

B-

C

3.0

0.5

1.5 BEE=1.0

音環境 機能性 生物環境

非再生材料の
使用削減

 耐用性
 ・信頼性

対応性
 ・更新性

まちなみ
・景観

地域性・
アメニティ

S: ★★★★★  A: ★★★★  B
+
: ★★★  B

-
: ★★  C: ★

0 40 80 120 160

建設 修繕・更新・解体 運用

100%

94%

参照値

評　価
対　象

（kg-CO2/年・㎡）

Q3のスコア=

LR3のスコア=LR2のスコア=

Q2のスコア=Q1のスコア=

LR1のスコア=

温熱環境 光･視環境 空気質環境

汚染物質
回避

   建物の
   熱負荷

 自然エネ
  ルギー

 設備システ
 ム効率化

効率的
運用

地球温暖化
への配慮

地域環境
への配慮

周辺環境
への配慮

BEE =

スコアシートと結果シート

第2話

○建築の環境というキーワードでの評価方法（CASBEE-2）

「たてもの」とCO2の関係

「ＣＯ2の他に建物からの環境」ヘ戻る
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建築設備の世界で行われている省エネルギー

「たてもの」とCO2の関係

第3話

技術絵本Ⅰ
「くうきみず
でんき」より
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環境共生住宅

地球にやさしい建物つくり

環境共生住宅

「たてもの」とCO2の関係
技術絵本Ⅰ
「くうきみず
でんき」より

第3話

「4つの原則－環境配慮」ヘ戻る
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「たてもの」とCO2の関係

第3話

○環境配慮建築物の事例・導入システムの図（1/4）－研究施設
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「たてもの」とCO2の関係

第3話

○環境配慮建築物の事例・導入システムの図（2/4）－洞爺湖
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「たてもの」とCO2の関係

第3話

○環境配慮建築物の事例・導入システムの図（3/4）－葬祭場
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「たてもの」とCO2の関係

第3話

○環境配慮建築物の事例・導入システムの図（4/4）－事務所

「4つの原則－環境配慮」ヘ戻る
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CO2を減らす4つの鉄則

（財）地球環境戦略研究機関（（財）地球環境戦略研究機関（IGESIGES））

http://enviroscope.iges.or.jp/modules/envirolib/upload/2865/attach/iges_bldg_digest_j.pdf

外部

内部

第3話

○太陽光発電
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CO2を減らす4つの鉄則

ワンダーシップ環境エネルギー館ワンダーシップ環境エネルギー館

太田市庁舎太田市庁舎 昭和町立押原小学校昭和町立押原小学校

第3話

○太陽光発電
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CO2を減らす4つの鉄則

鳥取県衛生環境研究所鳥取県衛生環境研究所

第3話

○太陽光発電
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太陽光発電パネル（シースルー型243㎡、一般型398㎡）を
壁面（環境ウォール）と屋上面に配置した。
最大発電量は、48.3kW
瞬時発電量はリアルタイム計測し、展示スペースにて
モニター表示を行った。

霧噴霧ヘッド

シースルー型

一般型

屋上（一般型）

壁面配置

発電系統図

モニターイメージ

パワー
コンディショナ

パワー
コンディショナ

シースルー型 9.7kW

一般型（壁面・屋上）38.6kW 一般型×5

動
力
盤

電力系統連系3φ3W200V

計測・表示

屋上外観写真

裏面に光触媒を塗装（汚れ防止）

・太陽光発電は、周囲温度が１℃下がると、発電効率
は、0.4％アップ。

・裏面スペースに霧噴霧をすることで周囲温度を低下。
・周囲温度低下を効率的に伝えるために、汚れ防止策

として、光触媒を塗装した。

CO2を減らす4つの鉄則

北海道洞爺湖サミット国際メディアセンター北海道洞爺湖サミット国際メディアセンター

第3話

○太陽光発電(環境ウォール1/2)
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シースルー型太陽光パネル
透けて見える太陽光パネル

一般太陽光パネルとの比較

・一般型
発電量 130.1 Ｗ/㎡
透過率 0 ％

北海道洞爺湖サミット国際メディアセンター北海道洞爺湖サミット国際メディアセンター

・シースル型
発電量 40.8 Ｗ/㎡
透過率 10 ％

CO2を減らす4つの鉄則

第3話

○太陽光発電(環境ウォール2/2)
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CO2を減らす4つの鉄則

（財）地球環境戦略研究機関（（財）地球環境戦略研究機関（IGESIGES））

第3話

○風力発電
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CO2を減らす4つの鉄則

ワンダーシップ環境エネルギー館ワンダーシップ環境エネルギー館

昭和町立押原小学校昭和町立押原小学校

第3話

○風力発電
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第3話

○太陽熱温水器

地球環境戦略研究機関地球環境戦略研究機関
（（IGESIGES））

強制循環式の例

浜北市浜北市SPJSPJライフスポーツプラザライフスポーツプラザ

CO2を減らす4つの鉄則



設計WG【収集資料】

31

第3話

○太陽熱温水器

自然循環式の例 集合住宅用太陽熱利用給湯システム

CO2を減らす4つの鉄則

「ＣＯ2を減らす鉄則②自然エネルギー」ヘ戻る
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鉄則①熱負荷を抑える

第4話

○すだれ・壁面緑化・横連窓・ポツ窓
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鉄則①熱負荷を抑える

トヨタテクニカルセンタートヨタテクニカルセンター

上三川いきいきプラザ上三川いきいきプラザ

○庇＆ルーバー

第4話

静岡市静岡市清水社会福祉会館清水社会福祉会館
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鉄則①熱負荷を抑える

早稲田リサーチパーク早稲田リサーチパーク

第4話

○縦ルーバー
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鉄則①熱負荷を抑える

建物全体の直達日射取得熱量

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月

熱
量

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

ルーバーなし ルーバーあり 遮蔽率明治大学アカデミーコモン明治大学アカデミーコモン

第4話

○縦ルーバー
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鉄則①熱負荷を抑える

アトリウム秋葉原ビルアトリウム秋葉原ビル
（チョムチョム秋葉原）（チョムチョム秋葉原）

第4話

○縦ルーバーとライトアップ
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鉄則①熱負荷を抑える

味の素グループ高輪研修センター味の素グループ高輪研修センター

第4話

○水平ルーバー



設計WG【収集資料】

38

鉄則①熱負荷を抑える

ライトオンつくばビルライトオンつくばビル

第4話

○水平ルーバー＆レンガ積み
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鉄則①熱負荷を抑える

文化シャッター文化シャッターBXBXビルビル 上三川いきいきプラザ上三川いきいきプラザ

第4話

○水平ルーバー＆ダブルスキン
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鉄則①熱負荷を抑える

ホンダ和光ビルホンダ和光ビル

第4話

○ペリメータアイル（通路）＋縦ルーバー
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鉄則①熱負荷を抑える

富士ソフト富士ソフトABCABC秋葉原ビル秋葉原ビル

（富士ソフト（富士ソフト アキバプラザ）アキバプラザ）

第4話

○排気型エアフローウィンドウ＆エアフロースクリーン
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第4話

○外ブラインド

大空間向け外ブラインド
個別窓向け外ブラインド

鉄則①熱負荷を抑える

「窓からの熱負荷を」ヘ戻る
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全景

外部

内部

・日射負荷の軽減
・通風性の確保

主に北海道産の自生種で、
33種、17000株を設置

鉄則①熱負荷を抑える
北海道洞爺湖サミット国際メディアセンター北海道洞爺湖サミット国際メディアセンター

第4話

○壁面緑化による環境ウォール
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雨の 1/100 の大き
さである霧を噴霧

今回、噴霧する霧 （直径10～30μm）

霧の発生で、絶対湿度が上
昇。
蒸発時の状態変化による等
ｴﾝﾀﾙﾋﾟ線上での推移分の
冷却効果がある。

約 3 ℃ 気温低下

計画噴霧水量 ＝
約 3 ﾘｯﾄﾙ/min

霧噴霧用給水ポンプ

噴霧時のテラス

雨 （直径1.0mm）

鉄則①熱負荷を抑える
北海道洞爺湖サミット国際メディアセンター北海道洞爺湖サミット国際メディアセンター

第4話

○霧噴霧システムによる環境ウォール

「窓からの熱負荷を」ヘ戻る
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第4話

○高性能窓システムの例

ブラインド内蔵

二重サッシ

ファン

排気

排熱回収

外ガラス
＋

ブラインド
＋

内ガラス

排気

ブラインド内蔵

二重サッシ

エアフロー
ウインドウ

二重サッシ
天井排気

ベンチ
レーション窓

ダブルスキン

●ペリメータゾーンの温熱環境を改善

鉄則①熱負荷を抑える

「窓からの熱負荷を」ヘ戻る
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鉄則②自然エネルギーを活用する

地球環境戦略研究機関（地球環境戦略研究機関（IGESIGES））

第5話

○ライトシェルフ（1/3）
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鉄則②自然エネルギーを活用する

地球環境戦略研究機関（地球環境戦略研究機関（IGESIGES））

第5話

○ライトシェルフ（2/3）
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鉄則②自然エネルギーを活用する

地球環境戦略機関（地球環境戦略機関（IGESIGES））

照度分布
照度分布

上面に反射率
の高い素材

通常の窓 ライトシェルフがあると

奥行の深い室内空間への
採光対策として有効

第5話

○ライトシェルフ（3/3）
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鉄則②自然エネルギーを活用する

早稲田リサーチパーク早稲田リサーチパーク

第5話

○トップライト
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鉄則②自然エネルギーを活用する

石川県庁舎石川県庁舎

第5話

○トップライト
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鉄則②自然エネルギーを活用する

札幌市山口斎場札幌市山口斎場

第5話

○光ダクト
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鉄則②自然エネルギーを活用する

第5話

○光ダクトのしくみ

オフィス平面例
オフィス外観例
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鉄則②自然エネルギーを活用する

第5話

○光ダクト（集合住宅の例）

浴室・洗面所・トイレへ

「光」ヘ戻る
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第5話

○通風計画による自然エネルギー利用
●ボイド自然換気●ダブルスキン ●クールチューブ

外気

大地の恒温性を生かした
外気のプレクール／プレヒート

外壁をガラスで覆い
外壁熱負荷を削減

年間熱負荷の２％削減効果年間熱負荷の７～30％削減効果

煙突効果を生かした
ボイド自然換気

年間熱負荷の２～10％削減効果

鉄則②自然エネルギーを活用する
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鉄則②自然エネルギーを活用する

石川県庁舎石川県庁舎

第5話

○自然通風
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鉄則②自然エネルギーを活用する

第5話

○自然通風の検討事例・導入効果（1/4）
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鉄則②自然エネルギーを活用する

第5話

○自然通風手法の検討事例・導入効果（2/4）
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鉄則②自然エネルギーを活用する

第5話

○自然通風手法の検討事例・導入効果（3/4）
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鉄則②自然エネルギーを活用する

エムウェーブエムウェーブ

第5話

○自然通風手法の検討事例・導入効果（4/4）

「風」ヘ戻る
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鉄則②自然エネルギーを活用する

第5話

○雪冷房



設計WG【収集資料】

61

鉄則②自然エネルギーを活用する

第5話

○雪冷房

「水」ヘ戻る
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鉄則②自然エネルギーを活用する

第5話

○クール・ヒートチューブ
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鉄則②自然エネルギーを活用する

鳥取県衛生環境研究所鳥取県衛生環境研究所

第5話

○クール・ヒートチューブ

「土」ヘ戻る
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第6話

○熱源機器の部分負荷効率（吸収冷凍機）

最近の吸収式の冷房効率特性
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能力、％
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房
効
率
（
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次
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ネ
ル
ギ
ー
ベ
ー
ス

)

最新機種
（高期間効率型）

従来機種

年間を通じて大幅な省エネ
ルギー化を達成した
高期間効率吸収冷温水機－
従来は一定回転のみの稀溶
液ポンプにインバータ制御
機能を追加することで効率
の向上を図っている。

■最近の吸収式冷凍機の冷房効率

鉄則③設備の効率を高める（その1 熱を作る）
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建物の空調負荷は、
中間期、夜間等は小さ
くなり、年間を通して
みると、定格で稼動す
る時間はごく僅かとな
るので部分負荷効率の
高い機器を選定する必
要がある。

インバータターボ冷
凍機は部分負荷も高
効率なので、省エネ
ルギーを実現するこ
とができる。

鉄則③設備の効率を高める（その1 熱を作る）

第6話

○熱源機器の部分負荷効率（インバータターボ冷凍機）

出展）三菱重工資料⇒東京電
力http://www.tepco-
switch.com/biz/book/pdf_018.pdf
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第6話

○熱源機器の部分負荷効率（ヒートポンプチラー）

鉄則③設備の効率を高める（その1 熱を作る）

■最近のヒートポンプチラーの冷房効率

「熱源機の負荷率における効率」ヘ戻る

出展）外皮・躯体と設備・機器の
総合エネルギーシミュレーション
ツール「BEST」の開発（その
51）

熱源機器とパッケージ空調機の機
器特性（藤井・石野・村上・柳
井）空気調和・衛生工学会大会学
術講演論文集｛2009.9.15 〜17（熊

本）｝
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一般の建築物では、最下階の床スラブと基
礎スラブの間に空間がある。

この二重スラブは、基礎ばりにより区切ら
れているため、ここに連通管を通して各槽
をつなぎ、断熱・防水工事を行うことで蓄
熱槽として利用できる。

鉄則③設備の効率を高める（その1 熱を作る）

第6話

○水蓄熱システム― しくみ

「夜の間に作って」ヘ戻る
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鉄則③設備の効率を高める（その1 熱を作る）

第6話

○氷蓄熱システム（1/3）― 型式
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⇒アイスキャンディー
状に製氷コイルの周り
を凍らせる

鉄則③設備の効率を高める（その1 熱を作る）

スタティック方式 ダイナミック方式

⇒シャーベット状の氷
を蓄熱槽に蓄える

⇒蓄熱槽の中に潜熱蓄
熱剤の入った球状のカ
プセルなどを充填

第6話

○氷蓄熱システム（2/3）― 氷蓄熱槽の種類

スタティック方式 ダイナミック方式 潜熱蓄熱方式
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第6話

○氷蓄熱システム（3/3）― 熱源機（ブラインターボ冷凍機）

鉄則③設備の効率を高める（その1 熱を作る）

ブラインターボ冷凍機

「夜の間に作って」ヘ戻る
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第6話

収式冷凍機の
冷房COPの推移

鉄則③設備の効率を高める（その1 熱を作る）

○熱源機器の効率向上の推移(吸収冷凍機）
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第6話

鉄則③設備の効率を高める（その1 熱を作る）

○熱源機器(大型吸収冷温水機）

二重効用吸収冷温水機
三重効用吸収冷温水機

（排熱投入型）

高温再生器

中温再生器
排熱再生器

低温胴

凝縮器

蒸発器

吸収器

低温再生器
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業務用ターボ冷凍機

家庭用エアコン

エコキュート
（給湯機）

トップランナー制度：

エネルギーを多く使用する機
器毎に省エネルギー向上を促
すための目標基準を定めた制
度

鉄則③設備の効率を高める（その1 熱を作る）

第6話

○熱源機器の効率向上の推移（ヒートポンプとターボ冷凍機）

トップランナー制度導入

出典：（財）省エネルギーセ
ンター、（社）日本冷凍空調
工業会、メーカーカタログよ
り作成
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第6話

○空冷ヒートポンプチラー

鉄則③設備の効率を高める（その1 熱を作る）
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第6話

○熱源機器の効率向上の推移（ターボ冷凍機）

鉄則③設備の効率を高める（その1 熱を作る）

出典：三菱重工技報 Vol.41 No.2（2004-3）
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第6話

○ターボ冷凍機

鉄則③設備の効率を高める（その1 熱を作る）

「効率のいい機械を使おう」ヘ戻る
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第6話

○ヒートポンプ
のしくみ（1/3）

鉄則③設備の効率を高める（その1 熱を作る）
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第6話

○ヒートポンプのしくみ（2/3）

鉄則③設備の効率を高める（その1 熱を作る）
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第6話

○ヒートポンプのしくみ（3/3）

鉄則③設備の効率を高める（その1 熱を作る）

「ヒートポンプ」ヘ戻る
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鉄則③設備の効率を高める（その1 熱を作る）

第6話

○ヒートポンプ給湯機の冷排熱利用

「ヒートポンプ」ヘ戻る
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鉄則③設備の効率を高める（その1 熱を作る）

ガスヒートポンプ（ＧＨＰ）はコ
ンプレッサをガスエンジンで駆
動し、ヒートポンプによって冷暖
房を行う空調システム。

基本的な仕組みは電気式
ヒートポンプを同じだが、電動
モータの代わりにガスエンジン
を使用する。

第6話

○ガスヒートポンプ（GHP)のしくみ
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ＧＨＰの効率推移

「ヒートポンプ」ヘ戻る
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コージェネレーションシステムとは、1次エネルギー源から電力もしくは動力と熱とを同

時に発生させるシステムのこと。 クリーンな天然ガス等を用いて必要な場所で電気を
つくり、同時に発生する排熱を冷房・暖房・給湯・蒸気などにムダなく利用する省エネル
ギーシステム。 入力エネルギーの７０～８５％を有効に利用できる。 大きく分けてエン
ジン、タービン、燃料電池の3種類がある。

給湯
冷暖房
蒸気

エンジン排熱

電気

発電電力

燃料(100%)

排気
(20～30%) 総合効率

70～85％

発電機

エンジン

排熱回収率
30～55％

発電効率
30～42％

ガスエンジンコージェネレーショ
ンシステムの場合

（効率はLHV基準）

鉄則③設備の効率を高める（その1 熱を作る）

第6話

○コージェネレーションシステム（CGS）（1/5）―CGSとは
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第6話

小容量から大容量まで豊富なバリエーション
排熱から温水または温水-蒸気回収が可能な

ため、さまざまな用途への利用が可能。近年
では発電効率の向上が図られ、小容量でも30
～35％、中・大容量では40～48％のものまで

商品化されている。

鉄則③設備の効率を高める（その1 熱を作る）

ガスエンジン

○コージェネレーションシステム（2/5） ― エンジン発電機
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第6話

冷却水配管が不要でシンプルなシステ
ム構成。
排熱を蒸気で回収するため、蒸気
を利用する場合に適。

鉄則③設備の効率を高める（その1 熱を作る）

ガスタービン

○コージェネレーションシステム（3/5） ― タービン発電機
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水の電気分解の逆反応を
利用し、発電を行うシステム
電気化学反応を用いて水素
から直接電気を作るので
クリーンなエネルギー。
家庭用～業務用まで。

固体高分子形燃料電池

りん酸形燃料電池

鉄則③設備の効率を高める（その1 熱を作る）

第6話

○コージェネレーションシステム（4/5） ― 燃料電池の概要
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ワンダーシップ環境エネルギー館ワンダーシップ環境エネルギー館

固体高分子形燃料電池

鉄則③設備の効率を高める（その1 熱を作る）

第6話

○コージェネレーション（5/5）― 燃料電池

「コ・ジェネレーション」ヘ戻る
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鉄則③設備の効率を高める（その1 熱を作る）

冷凍機

冷水

冷凍機

冷水

＜通常の冷房＞
冷凍機で冷水製造

＜フリークーリング＞
冷水を冷却水で直接冷却
冷凍機は停止

中間期から冬期に冷凍機を用いず、冷却塔で直接あるいは熱交換器を
介して間接的に冷水を冷やすシステム。

季節に合せて配管
を切替えます

第6話

○フリークーリング

「効率のいい機械を使おう」ヘ戻る
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鉄則③設備の効率を高める（その1 熱を使う）

第7話

○全熱交換器

「外気取り入れの省エネルギー」ヘ戻る
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第8話

○節水便器

東京都水道局 平成18年度一般

家庭水使用目的別実態調査

発売年 商品名 洗浄水量（L）

1973年 密結タンク式便器C-44 16

1979年 C-44ST 13

1998年 アメージュM 大10/小8

2001年 アメージュM 大8/小6

2006年 ECO6 大6/小5

2009年 ECO5 大5/小4

■各社節水便器の変遷
日本衛生設備機器工業会HPより

発売年 商品名 洗浄水量（L）

1995年 フラップフロー式の洗浄機構
を開発し、
6Lタンクレス便器を発売シャ
ワレインCシリーズ

6

1999年 ターントラップ方式の洗浄機
構を開発しシャワレインCXを

発売

大6/小4.5

2006年 アラウーノ 大5.7/小4.5

2008年 アラウーノS 大5.7/小4

発売年 商品名 洗浄水量（L）

1976年 CSシリーズ 13

1993年 ネオレストEX 大8/小6

2006年 ネオレストA 大6/小5、男性小4.5

2007年 ネオレストAH 大5.5/小4.5、男性小4

2009年 ネオレストAH、
RH

大4.8/小4、男性小3.8

ECO5

ネオレストAH、RH

アラウーノS

鉄則④ムダにしない

■家庭での水の使われ方
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第8話

○節湯（せつゆ）型器具

住宅事業建築主の判断の基準で
は、シングルレバー湯水混合水
栓、ミキシング湯水混合水栓、
サーモスタット湯水混合水栓
のいずれかであり、
かつ表に示す節湯Ａ、節湯Ｂ、節
湯ＡＢのいずれかの種類にあて
はまるものを、節湯型機器と判断
します。

※１ 「２バルブ水栓」は、他の形式に比べ湯温度調整が困難であるために無駄な湯水の消費が増えるとされている
ため、本基準では対象外とする。

■節湯型機器の定義（(社)日本バルブ工業会による）

（最適流量
6L/分）

整流吐水
型シングル
レバー

サーモ水栓
＋シャワー
ヘッド

（最適流量
10L/分）

削減率20％

以上

１７％以上
削減

１5％以上

削減

従来型に比べ
削減率9％以上

鉄則④ムダにしない

「水は大切な資源」ヘ戻る
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施工WG【収集資料】 第9話・第15話

○施工計画－ロジステック搬入システムによる物流業務の効率化
とＣＯ２削減

車輌の騒音及び走行振動対策など地域住民の立場に立ち、搬入計画を立案。
【ロジステック搬入システム：電線・ケーブル、一般材の共同搬入】

工事中も考えています・廃棄物を減らす

共同輸送により
・搬入車輌の削減により現場周辺の

騒音・振動が少なくなります。
・搬入車輌を削減することでCO2の削減

に貢献します
・運搬費のコスト削減に貢献します
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建設現場は大量に廃棄物が発生します。環境に優しい建築物を建設するには、施工段階から廃棄物
を発生させないことが大切です。廃棄物の発生を抑制するシステムを構築し、発生した廃棄物はリ
サイクルします。

ＲｅｄｕｃｅＲｅｄｕｃｅ【【減らす減らす】】

VVFｹｰﾌﾞﾙのﾄﾞﾗﾑ巻き盤類の無梱包化

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸの指定寸法化

ｹｰﾌﾞﾙ・配管材の加工

貫通ｽﾘｰﾌﾞは実管使用

貫通ｽﾘｰﾌﾞは実管使用 金属配管類

蛍光管のｻｯｸﾚｽ梱包

照明器具の集団梱包

ﾄﾞﾗﾑは再利用

パレット再利用

端材は再資源化端材は再資源化

ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ函は分別回収し再資源化

ＲｅｕｓｅＲｅｕｓｅ【【再利用再利用】】産業廃棄物の削減

ＲｅｃｙｃｌｅＲｅｃｙｃｌｅ【【再資源化再資源化】】

1000ｍ巻き

工事中も考えています

第9話・第15話

○施工計画－産業廃棄物の抑制策3Ｒ
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照明器具のランプは、
特製ランプ「通い箱」を
用いて搬入する

■ 通い箱の特徴

1. プラスチックで製作
（ランプ100本収納）

2. 返却時は、コンパクトに折

たためる
3. ランプの破損を防止のため、

底には、クッション材を挿入
している

図-1 試作品 図-3 折りたたみの状況

図-2 ランプ収納状況 図-4 納品状況

第9話・第15話

○施工計画－現場発生材の分別管理の推進

工事中も考えています・廃棄物を減らす

「第9話 施工計画」ヘ戻る 「第15話 3Ｒ」ヘ戻る
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○高効率機器の採用－変圧器選定比較表

環境対策の提言について

工事中も考えています

比較項目
アモルファス
油入変圧器

トップランナー
油入変圧器

従来型
油入変圧器

備　考

　外観 (3相100kVA50Hz)

　鉄心構造 アモルファス合金（非結晶） ケイ素鋼板 ケイ素鋼板

　無負荷損  [W] 85 305 424 Ｗｅ：うず電流損　，　Ｗｈ：ヒステリシス損

　負荷損  [W] 1,640 1,530 1,517

　全損失 [W] 1,725 1,835 1,941

　エネルギー消費効率 [W] 347　（67） 550　（100） 667　（121） 負荷率：40%　

電気料金：13[円/kWh ] ，等価負荷率：50[%]

【年間損失電力量料金(千円/年)＝(無負荷

損(W)＋(等価負荷率)2×負荷損(W))／
1,000×365(日)×24(h)×単位電力量料金
(13円／kWh)／1,000】

　CO2排出量　[ｔ/年] 1.7　（63） 2.7　（100） 3.2　（119） CO2排出係数：0.555kg-CO2/kWh

　外形寸法(W×D×H) [mm] 665×500×955 715×490×950 725×600×955

　質量 [kg] 435.0 470.0 460.0

　納期 [月] 2 1 －

　コスト[％] 103 100 －

　総合評価 ◎ ○ △

91.5 年間損失電力量料金 [千円/年] 56.4 78.3

変圧器は アモルファスを選定する

「第9話 設備機器の発注」ヘ戻る
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○高効率器具の採用－照明器具選定比較表

工事中も考えています

LED　GHP24M×2 FHP 45Ｗ × 2灯用

グリッドモジュール グリッド

【計算条件】 

　天井高 ： 2800㎜

　机上面高 ： 床上800㎜

　間口×奥行 ： 14.4m×28.8m

　器具台数 ： 6×16列　合計　96台

　反射率 ： 天井70％　壁50％　床10％

　保守率 ： FHP 0.71　LED　0.69

　年間点灯時間 ： 3000時間

　電気使用料金単価 ： 21円/kWh

作業面平均照度 1090 lx（100％点灯） 1209 lx（100％点灯）

平均照度 750 lx 750 lx　  照度一定調光運用時

ランプ全光束 5426　ｌｍ 7040　ｌｍ

省エネ率　（％） 31% 38%  省エネ率 ＝ 1-（750lx調光時の照度/100％時の照度）

器具効率 100% 70%

ランプ寿命 40，000時間 12，000時間

消費電力（1台） 67W　（46.1W） 89Ｗ　（55.2W）  （ ）内は750lx時の消費電力

年間消費電力（kWh） 19,296 27,648

イニシャルコスト（円/台） 52,500　（120） 48,000  （100）

ランニングコスト
（電気使用料金）（円/年）

389,000  (67) 580,600  (100)

維持費　（円） 997,000 2,826,000  7年間 (ランプ交換人件費+器具清掃費)

イニシャル+ランニング
コスト（円）

7,741,000 8,200,000  7年間

差額 （円） ▲ 2,284,000 0  7年間

ＣＯ２排出比較 59.0ｔ-CO2 66.6t-CO2 CO2排出係数：0.425ｋｇ/ｋWh

比較項目

器具外観

総合評価 △◎

備　考

照明器具は、LEDを選定する

「第9話 設備機器の発注」ヘ戻る
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図２ 分岐モールド部

電力幹線ケーブルに エコプレハブ分岐ケーブル
を採用する

図１ プレハブケーブル系統概念

■ プレハブ分岐ケーブルの特徴

1. 現地作業の大幅な省力化が可能
2. 工期短縮ができます。
3. 狭い作業スペースでも安全に楽に作業

が可能
4. リニューアル対応が可能
5. 廃棄処分上エコは環境負荷の軽減

○施工中の環境配慮 ― 工場加工化

第9話

工事中も考えています
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集合住宅の二次側ケーブ
ル配線に ユニットケーブル
を採用する

図3 共同住宅配線施工概念図
図5 ユニットケーブルモールド部分図

図4 用途識別ケーブル

図１モールド分岐部分図 図2 モールド分岐部分天井取付詳細図

工事中も考えています

第9話

○施工中の環境配慮 ― 工場加工化

「第9話 据え付け」ヘ戻る
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工事中も考えています

【熱交換器廻りのユニット化】 【水槽一体搬入】

ユニットを機械室に搬入 水槽を一体化して現場へ搬入

機器類及び配管・弁類等を工場にて組立、ユニット化して現場へ搬入する。ユニット据付後、周
辺の配管に接続する。
ユニット化することにより、工期の短縮や現場内での廃棄物発生の抑制を図る。

第9話

○施工中の環境配慮－ユニット化事例（1/2）
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工事中も考えています

【揚水ポンプのユニット化】

工場で組立後
現場へ

機械室へ搬入

据付後配管接続

第9話

○施工中の環境配慮

－ユニット化事例（2/2）

「第9話 据え付け」ヘ戻る
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設備ユニット化

施工の推進

100

工事中も考えています
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工事中も考えています

第9話

○施工中の環境配慮－ユニットフロア工法
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工事中も考えています

第9話

○施工中の環境配慮－建築タワークレーンによる屋上設備一体一括揚重建築タワークレーンによる屋上設備一体一括揚重

モジュールチラー一体一括揚重モジュールチラー一体一括揚重 動力盤架台一体一括揚重動力盤架台一体一括揚重

発電機一体一括揚重発電機一体一括揚重 冷温水発生器一体一括揚重冷温水発生器一体一括揚重

雑用水高架水槽一体一括揚重雑用水高架水槽一体一括揚重

氷蓄熱層一体一括揚重氷蓄熱層一体一括揚重
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第9話

○施工中の環境配慮－配管ユニット工法

保温養生

揚重 設置

工場加工

工事中も考えています



施工WG【収集資料】

104

工事中も考えています

第9話

○施工中の環境配慮－配管ユニット工法（ＢＩＭ）

３D検討図

・工場検査 設備設計・ゼネコン設備部･設備業者

・現場への搬入

計画図 ⇒ 施工現場 (動画）

ＢＩＭ：Ｂｕｉｌｄｉｎｇ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
Ｍｏｄｅｌｉｎｇ
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工事中も考えています

第9話

○施工中の環境配慮－屋上冷凍機ユニット工法

工場加工 現地組立

保温・養生 屋上据付
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工事中も考えています

第9話

○施工中の環境配慮－氷蓄熱槽ユニット工法

架台搬入

配管現地加工

蓄熱槽組立

配管現地加工 氷蓄熱槽ユニット屋上設置
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工事中も考えています

第9話

○施工中の環境配慮－ヘッダーユニット工法

保温・養生

現地組立工場加工

ヘッダーユニット設置
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工事中も考えています

第9話

○施工中の環境配慮－ダクト工事の省力化

１．板形状の工夫による軽量化

① ゼットリブダクト
② タイルリブダクト

２．背びれ従補強による軽量化 ⇒ダクト板厚を薄く

① エコダクトS 
・ 450～ 750以下 → 背びれのみ１箇所 ⇒板厚0.5
・ 750～ 900以下 → 中央ｽﾀｯﾄﾞ鋼１箇所 ⇒板厚0.5
・ 900～1400以下 → ｽﾀｯﾄﾞ鋼２箇所 ⇒板厚0.5
・1400～1800以下 → ｽﾀｯﾄﾞ鋼３箇所 ⇒板厚0.5
・1800～2250以下 → ｽﾀｯﾄﾞ鋼４箇所 ⇒板厚0.6

角ダクト材料の軽量化

角ダクトの現場組立て
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工事中も考えています

第9話

○施工中の環境配慮－無梱包・省梱包搬入 ＆ キャスター搬入

ダクト 省梱包化省梱包化 ＋＋ 搬送動力の低減搬送動力の低減

キャスター付メッシュパレット

VAV

ダクト
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工事中も考えています

第9話

○施工中の環境配慮－無梱包・省梱包搬入

空調機

エアコン

ファン類完全無梱包

「第9話 据え付け」ヘ戻る 「第15話 3Ｒ」ヘ戻る

SPSP配管配管

必要最低限のシート養生により搬入必要最低限のシート養生により搬入



運用WG【収集資料】

111

第11話

○テナントさんへの呼びかけ

運用さんの１日

「テナントさんへ」ヘ戻る
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第11話

○日常運用管理事例

●日常運用管理事例
例） 運用 判断 監視、制御機能（BEMS,BMS含む）

8:00 今日の設備運転スケジュール確認 → 今日の気象条件、建物運用条件に合わせたスケジュールか？ → 運転スケジュール機能

昨日のエネルギー使用量の確認 → 昨日の運転に無駄は無かったか？ → エネルギー使用量

10:00 空調機のメンテナンス → 前回メンテナンス時からの運転時間の累積は？ → 空調機　運転時間管理

フィルター交換 → 警報回数に変化は見られないか？ → 空調機　フィルター警報回数管理

ファン整備 → 前回メンテナンス時からの運転時間の累積は？ → 空調機　運転時間管理、BMS　メンテナンス監視

モーター整備 → 前回メンテナンス時からの運転時間の累積は？ → 空調機　運転時間管理、BMS　メンテナンス監視

11:00 給湯温度の確認 → 今日の気象条件、給湯使用量と比較して温度は適切か？ → 給湯温度監視

12:00 昼休み消灯 → 消してよい場所のみスケジュール対象となっているか？ → 照明制御スケジュール

14:00 ブラインド閉める → 省エネと居住環境、どちらを優先するか？ → 屋外照度監視

夏期：クールビズ対応で温度設定変更 → 省エネと居住環境、どちらを優先するか？ → 室内温度設定変更

熱負荷の少ない中間期のトレンドが夏期・冬期と同じ
ような場合は、空調機の運転開始時刻を遅らせる

冷房期間の未明にナイトパージを行い、夜間・休日の
躯体・室内発熱・日射による蓄熱を除去し空調負荷を
軽減する

冷暖房期の空調運転開始時は、外気の取入れをカッ
トし負荷を軽減する

建物東面の窓は業務終了時にブラインドを閉め、翌
朝の日射負荷を軽減する

運用さんの１日

「運用さん」ヘ戻る
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ビル管理システム

●環境管理

●防災管理

●セキュリティー管理

●情報管理

●集中監視

●異常時監視

●集中計測、検針

●遠隔発停

●自動記録

●自動スケジュール運転

●管理情報

●経営管理支援

●設備管理支援

●遠隔ビル管理サービス

●省エネルギープログラム

●自動制御(DDC)

●エネルギー管理

●連続環境計測

●遠隔設定(スケジュール)

●空調機制御(DDC)

●予知警報監視(アラーム)

●警報発生メッセージ

●電力監視、操作

●火災時連動制御

●出入管理、防犯、防災統合

●出入管理連動制御

●利用者端末操作、表示
(ユーザーターミナル)

省力化

省エネ

快適化

利便性

安全

運用さんを支えるしくみ

第12話

○BAS(Building Automation System)中央監視装置の機能
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センター装置：設備からの情報をす
べてここに集中させ、オペレータに
提供する装置である。

リモートステーション：設備と
環境の情報を入出力する装
置である。

端末装置：各種設備の状態を
計測するセンサ、操作器、
動力盤などを示す。

表示装置

（ＬＣＤ）

操作装置

（ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ、ﾏｳｽ、ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ）

記録装置

（ﾌﾟﾘﾝﾀ）

伝送幹線

コントローラ

ＤＤＣ

ﾘﾓｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ

（ＤＧＰ）
リモートステーション

動力盤

機側盤、他
メーターセンサ 操作器

端末装置
監視対象設備

個別配線

中央処理装置

（ＣＰＵ）

センター装置

伝送幹線：センター装置とリモート
ステーションを結ぶ通信線を伝送
幹線と呼んでいる。

運用さんを支えるしくみ

第12話

○中央監視装置の基本構成
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系統図表示や、
平面図表示に
より
空調設備器と
制御状態を監
視します。

運用さんを支えるしくみ

第12話

○中央監視装置の基本機能－空調監視
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電気設備の監視
は中央監視装置で
行い、操作は現場
盤で行います。

運用さんを支えるしくみ

第12話

○中央監視装置の基本機能－電気設備監視
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管理単位に対応したカレンダ情報（１休日２特異日指定）を設定することができます。

また、設備機器の運転スケジュール制御（７曜日／休日／２特異日毎のスケジュールパターン指
定）をカレンダ情報に従って行います。

設定はユーザが自由に変更可能です。

カレンダー設定画面 スケジュール設定画面

運用さんを支えるしくみ

第12話

○中央監視装置－カレンダ／タイムスケジュール制御
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計測値や積算値を、
フォーマット形式でプリ
ンタに印字し、電力運
転日月年報・空調運転
日月年報等を作成し
ます。印字は指定時
刻に自動で、または任
意時刻に手動にて行
います。

a 日報・月報・年報表示／印字機能

日報表示の例

運用さんを支えるしくみ

第12話

○中央監視装置－データ管理機能（１）
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計測値や積算値を、組み
合わせてグラフ表示する
ことができます。表示
データは折線・バー・積
層・散布図から選択可能
です。

b トレンド/バーグラフ表示機能

トレンドグラフ表示の例

運用さんを支えるしくみ

第12話

○中央監視装置－データ管理機能（２）

「運用さんを支えるしくみ」ヘ戻る
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BAS （運転･監視･制御）

【省エネルギー制御】
【設備監視】
【データ記録】
【スケジュール制御】

ＢＭＳ

保全管理業務

・エネルギーデータ
・設備運転時間データ
・警報データ
・検針データ 運用管理 企画立案・計画

・消費エネルギー実績
・保全費用予算実績
・設備トラブル実績
・保全作業実績
・メーター検針管理

等

・設備改修時期
・長期修繕計画立案
・省エネルギー計画
・保全予算立案
・保全計画立案
等

オンラインによる
データ転送

業務上発生する
様々なデータ

キーボード入力
携帯情報端末

等

評価

施設管理者

BMSとは、建築設備の管理運営業務の支援を目的とし、ビルディングオートメーション（ＢＡＳ）及び維持管理業
務から発生する情報を入力し、その情報を編集、加工し出力することにより、建物管理の効率化、最適化を支
援するシステムです。

○ＢＭＳ（ビルマネジメントシステム）－ＢＭＳのシステム構成

・日常/定期/法定点検
・ﾃﾅﾝﾄﾒｰﾀ検針
・環境測定
・故障,トラブル対応
・クレーム対応

運用さんを支えるしくみ

第12話
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運用さんを支えるしくみ

第12話

○ＢＭＳの機能（１）―エントランス画面
オペレーターの日々の業務予定・実績管理を支援する為、各機能で個別に管理

している作業予定情報・作業結果情報を日単位にまとめて表示します。
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設備機器の仕様情報やテナント情報をデータベース化して管理し、設備の故障や修繕
の履歴情報の検索に利用します。

運用さんを支えるしくみ

第12話

○ＢＭＳの機能（２）－設備台帳管理
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・巡回点検や定期点検、クレームなど日常の保守業務で発生した設備のトラブルに関する
情報などをデータベース化して管理します。
・トラブル発生内容に関する傾向把握のためデータ集計を行い、トラブル低減の為の分析
を支援します。

運用さんを支えるしくみ

第12話

○ＢＭＳの機能（３）－トラブル対応履歴管理
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建物内で管理している設備の部品（Vベルト等）や管球に関する入出庫の実績管理を行
います。物品種類毎の使用実績表を出力し、消耗品に関する次年度予算検討時の基礎
データを提供します。

運用さんを支えるしくみ

第12話

○ＢＭＳの機能（４）－予備品消耗品管理
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設備台帳にて管理する設備のメーカー、施工会社、販売代理店、保守会社や各機能で作
業委託する業者の連絡先情報を管理します。

運用さんを支えるしくみ

第12話

○ＢＭＳの機能（５）－業者連絡先管理

「運用さんを支えるしくみ」ヘ戻る
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運用さんを支えるしくみ・ビルの健康管理

第12話･第13話

○ＢＥＭＳ（エネルギーマネッジメントシステム）―①ＢＥＭＳの機能

・ＢＥＭＳ（エネルギーマネッジメントシステム）とは

エネルギーデータの収集・分析機能を備え、建物の合理的なエネルギー使用に関連する管理を
行うシステム。

・ＢＥＭＳの機能

モニタリング機能・・・・・・・・センサ、メータ情報の自動収集、データ蓄積 など

マネジメント機能・・・・・・・・表集計、グラフ表示、数値演算 など

オペレーション機能・・・・・・設定値自動変更 など

 

〈ソフトウエア〉

センターマシン
リモートユニット

〈ハードウエア〉



運用WG【収集資料】

127

第12話・第13話

○ＢＥＭＳ ― ②ＢEMSデータの活用方法

建物ｵｰﾌﾟﾝ
(竣工)

効果試算／効果検証効果試算／効果検証

対策工事 対策工事

消費実態把握 （定常的なエネルギー消費全体像の集計）

作 動 チ ェ ッ ク作 動 チ ェ ッ ク

効果試算／効果検証効果試算／効果検証
作 動 チ ェ ッ ク作 動 チ ェ ッ ク

（運用改善のためのデータ管理）

（設備導入を促進するためのデータ管理）

運用さんを支えるしくみ・ビルの健康管理

ＢＥＭＳのデータ管理
消費実態把握・・・・・ 定常的なエネルギー消費全体像の集計
作動チェック・・・・・・・ 運用改善のためのデータ管理
効果検証・・・・・・・・・・・ 設備導入を促進するためのデータ活用

※建物のライフサイクルに応じて、これらを適切に組合わせて実施する。
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第12話･第13話

○ＢＥＭＳ ―③消費実態把握（例１）

・用途別集計

エネルギー消費のバランス
をチェックする。

・時刻別集計

蓄熱システムなどでは、時刻別集計も有効。
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空調(冷房)負荷が少ない季節は
電力消費が安定している

＜事務所＞ ＜学校＞

消費先比率傾向
出典：省エネルギーセンター

「ビルの省エネガイドブック」より

運用さんを支えるしくみ・ビルの健康管理
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第12話･第13話

○ＢＥＭＳ ―③消費実態把握（例3）
・熱源の効率
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負荷熱量との相関で、
熱源機効率を管理する。

運用さんを支えるしくみ･ビルの健康管理

定格値と比較しながら、月毎の熱源効率を管理する。
※外気温度や稼動状況(運転時間)等との比較も有効

「第13話 標準的な値と比較」ヘ戻る
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第12話･第13話

○ＢＥＭＳ ―④作動チェック（例：冷水温水混合ロスチェック）
冷水･温水熱量推移グラフの例 外気⇔熱量相関グラフの例
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この例では、
北側系統より
南側系統の方が、
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可能性が高い。
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※配管系統ごとに表すと、さらにその傾向が顕著に表れることがある。

運用さんを支えるしくみ・ビルの健康管理
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＜グラフより確認できること＞

・月毎の電力消費量と定格電力，運転時間の演算から想定される値を比較することにより，

インバータ による省エネルギー効果を確認する。
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運用さんを支えるしくみ･ビルの健康管理

第12話･第13話

○ＢＥＭＳ －⑤効果チェック（例：省エネルギー効果検証）

「第13話 なぜそんなに使っているのか」ヘ戻る
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運用さんを支えるしくみ･ビルの健康管理

第12話･第13話

○BEMSによる各種データの視覚化の例

「第13話 使っている量を知る」ヘ戻る
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運用さんを支えるしくみ・ビルの健康管理

第12話・第13話

○ビルの運用管理の例（ＢＭＳによるＬＣＭの例）

建物の中央監視制御システムから得られる情報や、ビル
管理者が入力する情報を活用して、多角的な分析でビル
運用管理業務を支援するシステムです。エネルギー使用
量や設備機器のメンテナンス履歴、分析ソフトなどを提
供して、快適性や信頼性の向上、省エネ・省力化を推進
します。

ＢＭＳ：ビルマネジメントシステム
ＬＣＭ：ライフサイクルマネジメント

「第12話 運用さんを支えるしくみ」ヘ戻る 「第13話 なぜそんなに使っているのか」ヘ戻る
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やろう！省エネ改修

【洗浄水量の少ない
大便器に改修】

【節水効果のある洗浄
方式の小便器に改修】

第14話

○トイレ改修事例（1/2）―節水器具への改修
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やろう！省エネ改修

【ハンドル式水栓から
自動水栓の洗面器に改修】

【レバー式水栓から
自動水栓の洗面器に改修】

第14話

○トイレ改修事例（2/2）―節水器具への改修

「改修はビルの人生の分かれ道」ヘ戻る
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やろう！省エネ改修

【既設屋外機】

第14話

○学校改修事例（1/7）―空冷ヒートポンプエアコンの入れ替え

【フロンガス
（R22回収】

【既設屋外機撤去】
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やろう！省エネ改修

第14話

○学校改修事例（2/7）―空冷ヒートポンプエアコンの入れ替え
【穴あけ終了、ローバル塗装】【新規屋外機ボルト穴あけ】【既設屋外機撤去後】

【既設屋外機揚重・撤去】
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やろう！省エネ改修

第14話

○学校改修事例（3/7）―空冷ヒートポンプエアコンの入れ替え
【新設屋外機搬入】 【新設屋外機仮おき】 【新設屋外機据え付け】

【気密試験
（窒素ガス）】

3.3MPa

【漏れ確認ｷﾞｭｯﾎﾟﾚｯｸｽ】
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やろう！省エネ改修

第14話

○学校改修事例（4/7）―空冷ヒートポンプエアコンの入れ替え
【真空引き】 【フロンガス充てん】

【気密試験】
【屋外機
据え付け完了】

0.76MPa

3.3MPa
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やろう！省エネ改修

【既設屋内機】

第14話

○学校改修事例（5/7）―空冷ヒートポンプエアコンの入れ替え
【フェース撤去】

【室内機撤去後】



施工WG【収集資料】

141

やろう！省エネ改修

【室内機搬入】

第14話

○学校改修事例（6/7）―空冷ヒートポンプエアコンの入れ替え

【撤去室内機
仮おき】

【搬出】

【室内機給気接続口取り付け】
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やろう！省エネ改修

【リモコンスイッチ】

第14話

○学校改修事例（7/7）―空冷ヒートポンプエアコンの入れ替え

【新設室内機据え付け】
【フェース取付･完成】

【集中管理ｺﾝﾄﾛｰﾗｰ据え付け】

「改修はビルの人生の分かれ道」ヘ戻る
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第15話

廃棄物を減らす

作業所におけるゼロエミッション活動について
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第15話

ゼロエミッションとは

生産過程から出る廃棄物を最終処分場に埋め立て処分をしない

廃棄物を１００％再資源化することをゼロエミッションと定義

これを実践するためには
① 廃棄物発生を少なくする工法、材料を検討する。
② 建物解体時に、再生利用できる材料を優先的に使用する。
③ 材料の原寸発注や施工方法の検討、無梱包化の推進等により廃棄物の発生を抑制
する。
⑤ 型枠材の転用等により、排出される廃棄物を減らすため、材料の再利用を推進する。
⑥ 発生した廃棄物を分別して排出し、リサイクルを行う。

（２）建設業でのゼロエミッション

発生した建設副産物のうち最終処分場に埋め立て処分するごみを

ゼロに近づけることを、ゼロエミッションと定義

（１）一般産業界でのゼロエミッション

廃棄物を減らす
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第15話

ゼロエミッション活動方針の事例

具体的な目標として

① リサイクル率 ９０％以上

かつ

② 最終処分場への混合廃棄物 ３ ｋｇ／㎡ 以下

ゼロエミッションモデル作業所の実践目標例

廃棄物を減らす
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第15話

Reduce  （リデュース＝減らす：発生の抑制）
廃棄物として発生するものを事前の計画により、極力減らすこと

Reuse（リユース＝繰り返し使う：再使用）
材料を転用して使う、もしくは他の材料として使用すること

Recycle（リサイクル＝再び資源に：再生利用）
細かく砕いたり加工して、製品の材料に混入したりして使用すること

（２）サーマルリサイクル

｢循環型社会形成推進基本法｣（平成１２年法律１１０号） 処理の優先順位

① 発生抑制 →②再使用 →③再生使用 →④熱回収 →⑤適正処分

廃棄物削減の基本的な考え方としての『３R』を実施することが必要

（１） ３Ｒ

３Ｒ ＋ サーマルリサイクルの実施

廃棄物を減らす
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147

第15話

従来のリサイクル品目

サーマルリサイ
クルとして分別

混
合
廃
棄
物２００２年からリサイクルの拡大

ゼロエミッション作業所での建設副産物品目区分表

廃棄物を減らす



施工WG【収集資料】

148

第15話

焼却処理の際に発生する熱や
ガスを再利用できる施設

RPFとは、Refuse Paper&Plastic Fuelの略称であり、
産業廃棄物のうち、マテリアルリサイクルが困難な
古紙及びプラスチックを原料とした高カロリーの固形燃料です。
主にボイラー用燃料として使用されています。

サーマルリサイクル施設

固形燃料ＲＰＦへのリサイクル

製品ＲＰＦ

サーマルリサイクルとは？

廃棄物を減らす
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第15話

弁当・空缶は

別よ！！

サーマル！！

ゼロエミッションモデル現場

廃棄物を減らす

「第9話 施工計画」ヘ戻る 「第15話 3Ｒ」ヘ戻る



施工WG【収集資料】

150

第15話

作業所におけるゼロエミッション活動の事例

廃棄物を減らす
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第15話

（１）施工方法の検討による廃棄物の削減

①基準寸法を統一する（設計段階から）

②工場加工の採用

③打ち込み型枠・システム型枠等の採用

（２）余剰資材の削減

（事例１）ユニット化

（事例２）配管ライザーユニット工法の活用

（３）梱包材の削減

（事例３）段ボールから通い箱にする

（事例４）専用パレットの利用

（事例５）設備機器の木箱搬入からラックに変更

ＰＣa化事例
建設副産物発生の抑制

廃棄物を減らす
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第15話

ゼロエミッション作業所の分別ヤード（１）

廃棄物を減らす
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第15話

ゼロエミッション作業所の分別ヤード（２）

廃棄物を減らす
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第15話

ゼロエミッション作業所（１）

廃棄物を減らす
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第15話

ゼロエミッション作業所（２）

廃棄物を減らす
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第15話

ゼロエミッション作業所（３）

廃棄物を減らす
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第15話

洋風便器の部分梱包

カーテンウォールの無梱包搬入

部分梱包の推進

廃棄物を減らす
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第15話

スプリンクラー配管のプレハブ化

塩ビライニング鋼管のプレカット

数量把握によるプレカット、プレハブ化

廃棄物を減らす
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第15話

ダウンライト
緩衝材としてＰＰ発泡シート（複数回使用）を
通い箱に入れる

照明器具の簡易梱包

環境への取組事例 Ｒｅｄｕｃｅ 排出抑制

廃棄物を減らす
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第15話

1巻き毎にビニールバンドで

止め紙養生無し

ビニール梱包を取り止めて搬入

環境への取組事例 Ｒｅｄｕｃｅ 排出抑制

廃棄物を減らす



施工WG【収集資料】

161

第15話

衛生器具・洗面器具の簡易梱包

パッケージ室内機(カセット）の簡易梱包

環境への取組事例 Ｒｅｄｕｃｅ 排出抑制

廃棄物を減らす

「第9話 施工計画」ヘ戻る 「第15話 3Ｒ」ヘ戻る


